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平成２２年第２回砥部町議会定例会 

平成２２年６月１０日（木） 

午前９時３０分開会 

 

○議長（土居英昭） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、平成２２年

第２回砥部町議会定例会を開会します。本日の会議を開きます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第 1 行政報告 

○議長（土居英昭） 町長あいさつ及び日程第１行政報告を行います｡中村町長｡ 

○町長（中村剛志） ６月定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

野山の緑も深まり、すっかり夏めいて参りました。議員の皆様におかれましては、公私共に

何かとお忙しい中ご出席をいただき、本日から１８日までの９日間にわたり、提案させていた

だきます案件のご審議を賜りますことに対し、厚くお礼申し上げます。 

始めに、宮崎県で発生しております家畜伝染病の口蹄疫でございますが、終息をみる地域も

あるようでございますが、まだまだ、予断を許さない状態であることには間違いありません。

被害にあわれました畜産農家の方々には、心からのお見舞を申し上げます。そして、一日も早

い終息を切望してやみません。 

さて、国におきましては、沖縄の米軍基地問題や政治とカネの問題、さらには、７月に予定

されております参議院議員選挙も想定してのことか鳩山首相が辞任いたしました。９カ月足ら

ずで崩壊に至ったわけでございますが、４年間で４人の首相が交代する異例の事態に、日本の

国際的指導力の低下は否めません。国外に目を向けると、韓国軍の哨戒艦沈没事件により、朝

鮮半島では極度に緊張が高まり、国内に目を向けると米軍基地問題、依然として進まない雇用

拡大、景気の低迷など、様々な問題を抱え、日本の行方に危惧する国民が多いのではないでし

ょうか。そんな中、参議院議員選挙対策と揶揄されて誕生した菅内閣ではございますが、私達

が望むことは、しっかりと将来を見据え、国民の目線に立った、国民本位の政治でございます。

国民一人ひとりが安心して暮せるよう、安全保障に、そして内政に、しっかりと取り組んでい

ただきたいと思います。 

さて、混沌としてきた国政を尻目に、本町では、明るいニュースがございます。合併の最重

要課題である国道３７９号の整備でございますが、先日、万年トンネルが貫通し、そろそろ先

が見えてまいりました。また、国の事業仕分けで凍結しておりました南部２期地区農免農道整

備事業におきましては、今年度、国の予算に事務費と調査費が計上されました。本町、松山市

そして東温市を結び、産業振興、そして観光に重要な役割を担う道路として期待しているだけ



に、大変嬉しく思っております。 

さて、今定例会に提案させていただきます議案でございますが、契約の締結に関する議案２

件、承認２件、報告５件、条例等の制定及び改正に関する議案１０件、補正予算に関する議案

４件、人事案件３件、合わせて２６件の議案のご審議をお願いしております。いずれも、詳細

にご説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。なお、行政報告は、この後、副町

長が行います。以上で、開会にあたりましての、ごあいさつとさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副町長（佐川秀紀） それでは、私から３月定例会以降の行政報告を行ないます。お手元の

行政報告書をご覧下さい。 

 まず総務課関係でございますが、砥部町坂村真民記念基金寄付金の平成２２年５月末日現在

の状況を説明いたします。申込件数９３９件、申込金額４，０６１万３千円となっております。

次に旧高市保育所解体工事ですが、５月１７日に入札を行い、１２９万２千円で有限会社大野

組が落札いたしました。（３）の災害対策本部の設置状況でございますが、３月１０日から１１

日にかけて降雪による災害対策本部を設置いたしました。被害状況ですが、通行止で町道５路

線、停電２５１口、中野川・多居谷・仙波地区で停電がございました。公共施設の被害、第 2

権現荘が一部被害を受けました。家屋の被害、大内野地区で２戸の被害がありました。避難状

況、２世帯４名、帰宅困難による広田老人憩いの家へ避難をいたしました。次に、砥部町地域

防災計画の改正ですが、３月１９日に砥部町防災会議を開催し、砥部町地域防災計画の改正を

行ないました。（５）でございますが、砥部消防署ポンプ自動車の配備についてですが、３月３

０日に泡消火システム、６００ℓ の水槽を搭載したポンプ自動車が配備されました。伊予消防

等事務組合が２，８１４万円で購入したものです。次に救助用資機材搭載型車両の配備ですが、

３月３１日に総務省消防庁から消防団救助用資機材搭載型車両が無償貸与され、第１４分団（高

市地区）に配備いたしました。続きまして、重信川水防演習ですが、５月２３日に、松山市井

門町の重信川右岸河川敷で重信川水防演習が開催され、砥部町消防団から３３人が参加し、水

法工法訓練を行いました。次に、土砂災害・全国統一防災訓練の一環で、６月６日に住民の防

災意識高揚のため、高市地区において土砂災害を対象とした防災訓練を開催し、地区住民６３

人の参加がございました。 

次のページにお進み下さい。次に企画財政課関係でございますが、入札後審査型一般競争入

札を５月１７日に砥部町公共下水道現場技術業務委託について執行し、翌１８日に９３４万５

千円で株式会社親和技術コンサルタントに落札決定をいたしました。次に、公募型指名競争入

札を５月２４日に広田小学校体育館耐震補強等整備工事につきまして執行いたしました。調査

基準価格を下回ったため一旦保留し、審査の結果、６月８日に６，４０５万円で株式会社岡崎



工務店に落札決定をいたしました。続きまして、（３）の６月８日現在の入札執行状況でござい

ますが、６６件の入札を行ないました。設計総額３億９，５２４万４千円。契約総額３億９３

５万７千円。落札率７８．３％となっております。内訳につきましては、記載のとおりでござ

いますので省略をさせていただきます。 

 続きまして、産業建設課関係についでご説明いたします。「砥部陶街道」標示板の整備につき

まして、７月３０日の完成に向け、株式会社洋武建設により４月２１日に工事に着手をいたし

ました。内訳は、国道３３号、新設４箇所。国道３７９号、新設３箇所、既存表示板の両面化

６箇所となっております。次に砥部焼まつり２０１０でございますが、２７回目となった砥部

焼まつりが４月１７日、１８日の２日間砥部町陶街道ゆとり公園を主会場に盛大に行なわれま

した。砥部焼大即売会には、８９軒の窯元から約１０万点の砥部焼が出品され、砥部焼新作展、

絵付け体験コーナー、物産即売会、砥部焼チャリティーオークションなどを行い、県内外から

約１２万人に訪れていただきました。前夜祭は、特産品の販売と合わせて「砥部焼ミュージッ

クカフェ」を行い、音楽を聴きながら砥部焼のカップでコーヒーやジュースを飲み、飲み終わ

ったカップを約８００名にプレゼントいたしました。愛媛県一斉ウォークラリー大会が５月１

６日に県内各所で行われ、砥部町会場では、「ウォークラリーで陶街道を行く」と題し、町武道

館周辺の約５キロ、２コースに３９組、１４４人が参加し、砥部焼の絵付け、陶街道うどんな

どで、砥部焼の里を満喫して頂きました。３ページをお開き下さい。（４）で愛媛県民球団株式

会社との協定ですが、県民球団愛媛マンダリンパイレーツの積極的支援、プロスポーツ及び地

域交流活動の推進を図るため、５月１２日に協定を交し、砥部町の支援として、登録選手及び

球団関係者のとべ温泉湯砥里館の入浴料を免除することといたしました。 

 次に生活環境課関係でございますが、環境衛生関係で砥部町太陽光発電システム設置補助金

交付申請の受付を５月６日より開始し、申請者に対して予算の範囲内で補助を行うこととして

おります。次に公共下水道関係でございますが、平成２３年４月の供用開始に向かいまして、

面整備及び浄化センター整備工事を順調に行なっております。工事内容につきましては、記載

のとおりでございますので、省略をさせていただきます。 

４ページへお進み下さい。次に、教育委員会事務局関係でございますが、通学バスの住民利

用につきまして、４月８日から広田地域の住民を対象に、登録制による中学校のスクールバス

利用を開始いたしました。６月７日現在登録人員２７人。利用延べ人員２１人となっておりま

す。次に、小学校校内LAN 配線工事、麻生、宮内、砥部で行なっております。２月１８日に、

４７２万５千円で有限会社テクノ通信サービスと契約し、３月２６日に完成いたしました。校

務用及び教育用パソコンの配備でございますが、麻生小学校、宮内小学校、砥部小学校、砥部

中学校に校務用パソコン９１台、砥部町内すべての小学校の普通教室及び特別教室に教育用パ

ソコン７８台を配備いたしました。次に学校施設のトイレの洋式化でございますが、砥部小学



校体育館を全面改修し、２月２２日に５７７万５千円で有限会社さなだ建設と契約し、４月２

６日に完成しました。宮内小学校、玉谷小学校、広田小学校、高市小学校の一部を２月２２日

に６８２万５千円で有限会社さなだ建設と契約し、４月２６日に完成をいたしました。旧広田

中学校及び広田地区公民館撤去工事を４月１日に、２，３９４万円で株式会社門屋組と契約し、

４月２日に工事に着手いたしました。広田小学校プールろ過機更新工事を４月２０日に７２４

万５千円で三洋興産株式会社と契約し、４月２１日に工事を着手いたしました。玉谷小学校プ

ール改修工事を４月２２日に２７４万１千円で株式会社洋武建設と契約し、４月２３日に工事

着手し、５月１０日に契約変更で変更後の請負金額を３４２万１千円とし、５月３１日に完成

をいたしました。５ページへお進み下さい。平成２２年度における小学校中学校の学級編成状

況でございますが、平成２２年度の学級編成状況で、全体の小学校で総児童数１，２３５人、

学級数５７学級となっております。中学校は総生徒数６０８人、学級数１９学級となっており

ます。各学校別につきましては、表のとおりでございます。下の方でございますけれども、ひ

ろた交流センターの竣工式についてでございますが、３月１日に完成し、３月２６日に同セン

ターにおいて竣工式を行いました。以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議長（土居英昭） 行政報告を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（土居英昭） 日程第２会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規

則第１１８条の規定により、１番佐々木隆雄君、２番森永茂男君を指名します。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 会期の決定 

○議長（土居英昭） 日程第３会期の決定を議題とします。 

おはかりします。本定例会の会期は、去る６月１日開催の議会運営委員会において、本日か

ら１８日までの９日間とすることに決定しました。これにご異議ありませんか。 

[「異議なし」の声あり] 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって会期は、本日から６月１８日までの９日間

に決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 諸般の報告 

○議長（土居英昭） 日程第４諸般の報告を行います。 



まず、地方自治法第１２１条の規定により、町長以下関係者の出席を求めましたので、ご報

告します。 

次に監査委員より、４月末までの例月現金出納検査について、良好であった旨の報告があり

ました。また、平成２１年度定期監査について、企画財政課、戸籍税務課、教育委員会事務局、

保健健康課の監査を実施したところ、良好であった旨の報告がありました。 

次に、本日までに受理しました請願は、お手元に配りました請願・陳情文書表のとおり、所

管の常任委員会に付託しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

これで、諸般の報告を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 研修報告 

○議長（土居英昭） 日程第５研修報告を行います。厚生常任委員長の報告を求めます。栗林

厚生常任委員長。 

○厚生常任委員長（栗林政伸） 厚生常任委員会の研修報告をいたします。去る５月２３日か

ら２５日までの２泊３日の日程で鹿児島県志布志市で女子プロゴルファーの横峯さくらの叔父

である横峯吉文さんが経営する保育園を視察しました。９時から１１時まで学習状況や体育の

授業を視察し、その後１２時までの１時間、横峯園長のお話を聞き、みっちり３時間の研修で

した。横峯園長は現在通山保育園、現在定員６０名に対し７５名、１０月に入所枠が撤廃され

ると１００名弱になり定員の１５０％弱となり待機児童が後を絶たず、４月の入所が難しいほ

ど競争率が高い保育園ですが、また、たちばな保育園、ここは平成１６年度から民間移管にな

りましたが、定員４５名に対し２６名でした。現在は５６名で、これも入所枠が撤廃されると

ここも１５０％が在籍することになり、過疎化の進んだ僻地であるが待機児童は後を絶ちませ

ん。また、山学校演習場も持っており、うさぎやにわとり、馬も飼っており動物に触れ合え、

夏頃はキャンプをして、川遊びをしたり、自然とたわむれています。私たちは伊崎田保育園で

の視察です。現在は１１０名、内地元児童は４５名ですが、１０月の入所枠が撤廃されると、

ここも１３０名になるそうです。平成１９年度に市から民間移管となっております。伊崎田保

育園では、０歳から５歳まで預かっており、８時３０分から１８時までですが、１８時以降は

１９時まで延長保育もしております。利用料は１カ月最高１人２千円となります。また、登録

制で預かり保育や夜間、休日保育等いろいろな事業をしております。横峯式学育の目的は、人

間の才能である心の力、学ぶ力、体の力を付けさせ、生まれ持っている可能性を最大限引き出

すための教育です。その可能性と能力は本当に素晴らしいものです。それを引き出し、将来世

のため、人のために役立てるような、そんな立派な人になってほしいものです。そのために必

要な心の力、学ぶ力、体の力を付けさせるために考えた学育です。それが横峯園長の願いであ



ります。また、学育の特徴は読み、書き、そろばんであると言います。毎日それぞれ３０分ず

つ取り入れております。読みは３歳の夏にはひらがな、カタカナの拾い読み、６歳までには１，

５００冊を読破、書きは横峯式学習帳、いわゆるかきとり帳ですが、３歳になったら与えます

と書き順も正しくバランスの取れたカタカナ、ひらがながきれいに書け、文章を書いたり手紙

を書いたりします。４年生までに５千冊を読ますと言われます。私達も教室で実際に見ました。

また、計算は十人十色の計算で独自の計算方法をし、１００マス計算もこなします。そろばん

１級、暗算１級を目標にアシストをしています。音楽は３歳の夏にはピアニカを吹き、木琴や

ドラムも演奏しています。体操は５歳児の男子全員逆立ちで歩き、大人用の跳び箱も８段も楽々

とクリアしていました。また、男の子はレスリングをします。レスリングをすることによりケ

ンカも減ったそうです。特に１秒感覚での跳び箱８段ですが、頭をつけてからまた逆立ちをし

たり、きびきびして見ごたえがありました。先生はこれからの日本を担う子供たちを強く、た

くましく、賢く育てるために心の力、学ぶ力、体の力が必要不可欠と言います。そのほとんど

を決定するのは幼児期で、今まで培ってきた園経営のノウハウと現場の先生方のアイデアから

生まれた方法であり、どの子もすばらしい子供たちに育っています。ヨコミネ式子育ては全国

的に話題になり、テレビの放映や全国各地の出張講演で話題になり、カリキュラムとして採用

する保育園、幼稚園が急増しております。私達も担当課長、教育長にお願いして、早い時期に

横峯先生を講師に呼び、父兄や先生達がお話を聞ける機会を作っていただければと思います。 

午後は１３時から鹿屋市柳谷地区公民館長豊重哲郎さんの村づくりを視察しました。行政に

頼り過ぎない村おこしとして独自の商品開発をしております。特にいもを地域で栽培してイモ

焼酎を作り、収益で独居老人宅に緊急警報器を設置したり、環境整備で土着菌を作り販売して

おり、家畜糞尿の悪臭防止、生ゴミ排出ゼロの実施を中心に地域づくりに集落全体で取り組み、

一年後に土着菌センターを完成させております。これらを地区外への販売を始めると共に集落

民の労力奉仕によりお宝歴史館も作りました。特にイモ焼酎は韓国のホテル経営者と話ができ、

向こうでホテル内に焼酎専用の居酒屋が出来ているそうです。オープンには柳谷地区からも２

０人ほど参加したそうです。そうするうちに利益も５００万ほどになり、最高齢の人から順に

１人１万円のボーナスも渡した様です。お年寄りは大変喜んだ様子でした。また、独自の健康

器具も韓国で見て帰り、４基で８０万ほどかけて作り、老人の健康に大変役に立っており市の

財政にも少しは寄与していると言っておりました。７回目の柳谷創生塾が開かれ私達が行った

日は、閉校式の日でしたが、北海道、青森、また奈良県十津川村の村長始め職員も２泊３日の

受講して帰るところでした。この柳谷地区は人口３００人足らずで過疎が進んでおりましたが、

空き家を利用して全国からアーティストを受け入れ活動しており若干人口も増加していると云

われておりました。この柳谷の村作りは全国から視察が絶えません。両視察共大変良い研修が

出来たことを報告します。特に先程申しました横峯先生の講演をぜひ、福祉課長、藤田教育委



員会事務局長、佐野教育長、前の最前列のお並びですが、ぜひこの３人で協力をして、早い時

期に文化会館でですね、砥部町の子供、父兄のために、講演を一つしていただきますように、

お願いいたしまして、委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） これで研修報告を終わります。 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 一般質問 

○議長（土居英昭） 日程第６一般質問を行います。質問回数・質問時間は従来通り制限して

おりますので、要点を簡潔に要領よくまとめて質問されますよう、議員各位のご協力をお願い

します。それでは、質問を許します。４番、大平弘子君。 

○４番（大平弘子） おはようございます。議席４番、大平弘子でございます。２点ほど質問

させていただきます。１点目は町営小型バスの運営について。政権交代により鳩山新政権が誕

生し、わずか９カ月で菅新政権になりました。少子高齢化にともない、社会福祉の充実と言わ

れながら、生活に密着した足である山間路線が不採算路線であると言われ廃止になるなど、住

民の交通手段に不便をきたしております。そこで、温泉バス、通学バスの通っていない過疎地

に小型町営バスを低料金で走行させてはどうか、町長のご所見をお伺いいたします。 

２点目は、自然災害による森林の復旧について。災害対策、環境問題への取組みなど地域の

特性に応じて自ら考える自治体の姿勢が問われています。平成２２年３月１１日、旧広田村の

森林は、季節はずれの湿った大雪のために、至る所で木は折れ曲がり、危険な状態です。住民

も高齢者が多く、いまだ手が付けられていない状態です。自然環境が問われる今こそ、町長と

して放置することもできないと考えますが、今後の対策対応としてどのような考えを持ってお

られるのか、町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） ただ今の大平議員さんのご質問にお答えをします。始めに町営小型バス

の運営についてのご質問でございますが、この問題につきましては、昨年の６月の議会で大平

議員さんからご質問を頂きまして、現状としてはまだ変わったお答えができません。確かに、

あれば便利だという思いはございます。しかし、運営費用や利用者数を考えると、今すぐ過疎

地への巡回バスや乗り合いタクシーを町が運営して行なうということは、財政的にも無理があ

るのではないかというふうに思っております。また、過疎地のところで今までに通学バスとか

他のものが通っていないところということになりますと、いよいよ少なく限定されますし、広

田地区だけでなくて、砥部地区も当然入ってまいりますので、そういう点を考えますと、もう

少しこれは研究していかなければならないというふうに思います。 



次に、自然災害による森林の復旧についてのご質問ですが、本年３月の大雪による、町道な

ど町管理部分への倒木については、直ちに撤去を開始し、１０日間程度ですべて処理が終わり

ました。しかし、個人所有の山林は、個人の管理財産ということで、町が補償したり、倒木等

の撤去や跡地の整備を行うことは難しいというふうに考えております。今後は、森林組合と連

携しながら適正な間伐を実施し、災害の起こりにくい森林整備を進めるとともに、災害時にお

ける負担軽減のため、県の制度などの活用方法や調査、森林国営保険の災害保険加入促進にも

努めてまいりたいと思います。以上で大平議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） ４番、大平弘子君。 

○４番（大平弘子） 温泉バス、スクールバス、それと病院が独自で運行しておりますバスが

ありますが、スクールバスは４人までしか一般の人は乗車できません。温泉バスは週に一度し

か通っていないところもあります。病院のバスは特定の診療しか受診ができず、総合病院に通

院したり、また私的用事、それから買い物時など、お年寄りの方は本当に困っております。温

泉バスやスクールバスの通っていない５ｋｍ以上も離れた過疎地が何箇所もあります。現在７

５歳以上の高齢者の方々は乗用車運転免許の書き替えに認知症の適性検査が必要となり、義務

付けされました。高齢化しつつある旧広田村も、自動車運転免許証を返納する方々がこれから

先増え続ける事も考えられます。車はお年寄りにとって生活に密着した足であり、日常生活に

必要不可欠な交通手段であります。砥部町が負担をして少しでも安い料金で小型バスのお考え

はないか、町長のご所見を、もう一度お伺いいたします。 

 砥部町も近年にない大雪に見舞われ、自然の恐ろしさを身をもって痛感をいたしました。現

在も今も至る所に大きい爪あとを残しております。林業で生計を立てておられた方々の心中は

いかばかりかと胸が痛みます。環境問題への取組みなどあらゆる分野で地域の特性に応じて自

ら考える、そして汗を流すといった自治体の姿勢が今こそ強く求められておりますが、今この

時期に株式会社グリーンキーパー、又は森林組合に協力をお願いいたしまして、応援をしてい

ただき、一日も早く緑の森林を取り戻していただきたいと思います。今後の対策として現在の

荒れた森林を見てどのようなお考えで、復旧についていつ頃をめどと考えておられるのか、今

一度町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） 再質問にお答えをさせていただきます。先程もお答えいたしましたよう

に、小型バスの運営についてでございますが、現在の利用者数をこれから推測いたしましても、

そんなに多くの人数でないということが言えると思います。まずスクールバスでございますが、

先程ご報告がありましたように、２１名ということで、これ４月、５月末までとしましてもそ

れだけの人数で、１日平均にしますと０．５人ということになります。そして、ご指摘いただ

きましたように過疎地と言いますとかなりの数がございます。そこへ全部すべてにそういう車



を運行する事について、どの位の車がいるかというご試算をされたかどうかわかりませんけど、

そういうことも含めて、やはり検討しなければならないというふうに考えております。この件

につきましては、やはりもう少し時間がかかるというふうに私は思っております。 

それから、自然災害の森林復旧でございますが、先程も申し上げましたように、個人の財産

でございます。そしてこの間の雪害の際、森林だけではなく農産物、そして農業施設、この辺

りにもかなりの被害が出ました。そういうことで、森林だけ特別にするということはもちろん

できませんし、あくまで個人資産であるということの原点を忘れてはならないと思います。そ

ういうとこで、我々は側面的に森林組合等と相談して、林家の皆さんがあまりお金を使わない

でも間伐ができるような方法とか、保険とか、そういうことを進めていきたいというふうに思

います。やはり個人財産も管理まで町がやるということになりますと、これは今のいき方から

そっくり替えなければできないことだというふうに思いますので、ご理解を頂きたいと思いま

す。 

○議長（土居英昭） ４番、大平弘子君。 

○４番（大平弘子） １点目の町営バスの運営、それから２点目の自然災害について、この２

点は旧広田村にとって早急に解決しなければいけないことであります。旧広田村住人が砥部町

と合併してよかった、砥部町のおかげで旧広田村がこんなに良くなったと声をそろえて大声で、

笑顔で言えるように念じて、これで質問を終わります。 

○議長（土居英昭） 大平弘子君の質問を終わります。２番森永茂男君。 

○２番（森永茂男） おはようございます。２番森永茂男でございます。２点ほど質問させて

いただきます。まず最初に、宮内交差点の信号機設置について。国道３３号線、永立寺団地入

口の信号から西へ２００ｍほど下がった所に、県道と町道が交差した交差点がございます。こ

の交差点は見通しが大変悪く、事故の多い場所です。かつて先輩議員からも町道の拡幅、又、

信号機設置の要望を出されたはずだが未だに出来ていません。町道拡幅は財政的に町も県も苦

しいのはわかりますが、町民の安全には代えられません。また、七折梅まつりなどイベントの

開催や産業振興にも必要な道路です。そこで、事故のない安全な道路にするために、まずでき

るところから道路を拡幅し、信号機を設置すべきと考えますが町長のご所見をお伺いします。 

続いて２点目、燃料ゴミの利用拡大を。今、省エネルギー、環境保全と言われる時代です。

現在、美化センターで生産されている固形燃料を製鉄所へ売るだけでなく、家庭用や業務用な

ど小型ボイラーなどで利用できるよう検討してはどうか。愛媛には有名なボイラーメーカーも

ありますので、協力を頂いて固形燃料用のボイラーの研究開発をしていただき、固形燃料の使

用拡大を図られてはどうか。町長のご所見をお伺いします。以上２点、よろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） ただ今の森永議員のご質問にお答えをいたします。それから前もってお



断りをしておきますが、ここで質問、ご要望を頂いたものがすべてできるということではござ

いませんので、その点もご理解いただきたいと思います。先程ご質問の中で先輩議員が質問し

たのにまだ全然できておらんというようなことを言われましたが、その点はいろいろ事情もご

ざいますので、もちろん重く受け止めて議員の皆様とご相談しながら進めておりますので、ま

ずご理解をいただきたいというふうに思います。始めに信号機設置についてのご質問ですが、

ご質問の交差点はおっしゃる通り見通しが悪く、信号機が設置できれば、抜本的な解決になる

と思います。しかし、今すぐにはまいらない状況でございます。これは前にもお話しさせて頂

きましたが、信号機の設置は警察の所管であり、設置のためには一定の幅員が必要であること

は以前から申し上げているとおりでございます。従って、現在は停止線を引き、カーブミラー

を付けておりますので、交差点を利用される方々に、交通ルールを守っていただいて、事故の

ないようにお願いしたいということでございます。また、信号機の設置について栗林議員や宮

内議員からもご質問、ご要望を頂いております。この件につきましては、どのようにすればで

きるかということをもう一度掘り下げて考えてみて、そしてまた地元の皆さんのお考えを伺っ

た上で、できるだけ努力をしてみたいというふうに思います。なお、新規の信号機は、県下で

年間大体２０基程度ですので、すぐにできると申し上げることはできませんので、その点もご

理解ください。 

次に、燃料ごみの利用拡大についてでございますが、この件につきましても今までに何度も

ご質問を頂きました。しかし、この燃料ゴミがなかなかやっかないもので、我々としましても、

大王製紙とか四国電力とか三浦とかにもお願いをいたしてきました。しかし、各社ともこの燃

料は使用できないというふうに言われております。家庭用や業務用の固形燃料用ボイラーにつ

いては、固形燃料の原料がごみであることから、ダイオキシン等の排ガス対策や、灰などの適

正処理、固形燃料の保管方法について規制があり、残念ながら当町の燃料ゴミは現在の利用方

法は、今の方法以外にないということでございますので、ご理解をいただきたいと思います。

以上で、森永議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） ２番、森永茂男君。 

○２番（森永茂男） 今町長さんからご返答を頂いたわけなんですが、信号機の設置について、

私もこれ、南署の方にちょっと相談に行かせて頂きまして、そこで相談しましたところ、信号

機をつくるには、町長さんが述べられたように、やはり道幅が必要であるということでござい

ました。ただあそこの交差点が、農協の敷地が一部ございます。現時点、農協の駐車場を皆さ

ん通られて通行しているような状態でございます。それで、信号を付けるのであれば、要は農

協の駐車場をお譲りいただくかご寄附いただくか、分けていただいて車の待機場所を付ければ

信号機が付くようなお話しでしたので、また町長さんもまた信号機を付けるようなご努力を頂

きまして、前向いてこの信号機の設置ができますことをよろしくお願いしたらと思いますが。 



そして、燃料ゴミの利用拡大、小型ボイラーで利用拡大というのはなかなか難しいのは私も

ある程度はわかっていたんですけど、ダイオキシンの問題とか、燃料保管とか、いろんな問題

があるのはある程度は想像していたのですけど、それでもやはりせっかく砥部でできる燃料で

すので、なんとか利用拡大はできないものか、考えて質問したわけですが、町の方もまたいろ

んな利用拡大の方法を考えていただいたらと思います。信号機の設置について、町長さんまた

ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） ただいまの再質問でございますが、森永議員さんの方でいろいろと

ご心配を頂いておるようでございます。私どももこの質問の原稿を最初に頂いた時に、まずど

ういうふうにしたらできるかということで考えてみました。前はＡコープがございましたので、

場所が取れない、譲ってくれとも言えない状況でございました。それで先程議員さんからご指

摘いただいたように、今のＪＡの宮内支所、この前の道路を譲っていただければ道幅はある程

度確保ができるんではないかなというふうに思っております。東西のところが一番問題になっ

ておりますので、このことについてはこれから私も努力をしていって、町の予算も当然かかり

ますので、財政の方とも相談しながら進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（土居英昭） 森永茂男君。 

○２番（森永茂男） 前向いたご発言ありがとうございます。ぜひ、信号機設置のご努力をい

ただいたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 森永茂男君の質問を終わります。５番西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） ５番西岡でございます。２点質問をさせていただきます。まず第１点、

坂村真民記念館についてお尋ねをいたします。坂村真民記念館は、本町にとって大切で必要な

施設と考えます。国民的な詩人・坂村真民先生は派手な事を好まず、質素で素朴を愛する人で

ございました。先生のファンも真民さんの生き方や考え方に共感をされた人たちだろうと思い

ます。従って、記念館も先生やファンの皆さんの思い望むところのものにしなければなりませ

ん。そこで、賛同者の基金がメインとなり、本町が後援をする、小さくともキラリと光る記念

館が良いと考えます。町の活性化や商業ベースに乗る、乗らないは、後からついてくる事でい

いのではないかと考えますが、記念館の意義について町長のご所見をお伺いします。 

続きまして、第２点、町有財産の有効活用についてお尋ねをいたします。国はもちろんの事、

各地方自治体の財政が厳しさを増しています。本町も財政力を高める事を考え努力しなければ

なりません。そこで町が保有している財産・土地・建物で現在活用されていない物件あれば、

今後有効活用する必要があるのではないでしょうか、町長のご所見をお伺いします。また、旧

広田村道の駅近くの鉱山跡の坑道の所有権、そして概要、長さとか大きさとか径とかも、そし

てまた本町がそういう跡地を再利用できるのかどうか、町長にお尋ねをいたします。以上２点、



よろしくお願いいたします。以上で終わります。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） 西岡議員のご質問にお答えをさせていただきます。坂村真民記念館建設

についてご理解をいただいておりますこと、心からお礼を申し上げたいと思います。これをき

ちっとやるのが私の仕事であるというふうに私も思っておりますので、これからもご協力をよ

ろしくお願いいたします。現在、先程の行政報告の中でも申しましたように、全国の方々から

４千万円を超える寄附をいただいております。建設に当たりましては、この寄付をいただいた

方々のお気持ちにお応えしたものにしなければならないと思っております。また、真民先生の

心と言うのは、やはりご遺族の方々が受け継いでいるというふうにも思います。そしてまた、

町の考え方、それを含めて真民さんにふさわしい記念館を建設したいというふうに思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

次に、町有財産の有効活用についてのご質問ですが、ご指摘のとおり、今後の町財政を考え

る上で、資産の有効活用は重要な事だと思います。現在、当初の計画どおり利用されていない

土地や、用途を廃止して以降、活用されていない土地は、伝統産業会館西側の陶芸公園用地、

原町地区公民館用地、重光住宅跡地などがあります。また、建物については、利用できなくな

ったものは、順次取り壊しを行っております。今後は、この活用できていない町有財産につい

て、売却可能な資産は売却を検討し、町有財産の有効活用に努めたいと考えております。次に、

鉱山跡についてでございますが、現在、所有権は、砥部町にあります。概要でございますが、

広田村史によりますと昭和２９年に休山するまで、約１８万ｔの銅や硫化鉄を産出していたよ

うでございます。坑道延長は約８,７００ｍ、坑道径は１.５ｍから２ｍ程度のようであります。

その後、昭和３９年に広田鉱山日本工業により再開され、昭和４５年に閉鎖されています。な

んに利用されようと考えておられるかわかりませんので、回答にもなりませんが、閉山して約

４０年が経過しているため、坑内はかなり崩落していると思われます。以上で、西岡議員のご

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） ５番、西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） それでは再質問をさせていただきます。真民先生の記念館はその先生に

ふさわしいと言われて、そのとおりでございますけれども、今後また有名な立派な方も出てこ

られる可能性も十分あろうかと思いますので、あまり大きな素晴らしいものを造ったら次の方

にも大変負担になろうかと思いますので、そこらへんも真民先生のふさわしいものをしていた

だくようにお願いをいたしたいと思います。 

そして、第２点はやはり坑道は温度が一定しておりますので、そんなに、８千ｍもじゃなし

に、入口から１００ｍとかそういう範囲内でワインを作るとか、マッシュルームとか、そうい

うような出来たらどうかなというような気持ちでちょっとお尋ねをいたしました。そこら辺も



う一点だけご答弁お願いします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） 再質問でございますが、真民先生の記念館の事、ふさわしいのはどこに

あるかという問題だと思います。これにつきましては、昨年の１２月に講堂跡、砥部小の講堂

跡をそのまま使って作ろうかとか、という話もございましたが、一応取り壊して建てるという

ことに決定をいたしましたので、これから設計に向かう時にまた議員の皆様とご相談しながら、

進めていきたいと思いますのでご理解ください。 

それから、坑道、鉱山跡でございますが、坑道の利用でございますが、先程も申し上げまし

たように、閉山してからもう４０年経っております。０歳の方が４０歳になっとるわけでござ

いますので、それについては、なお中を調べてみなければなりませんし、言われたワインの工

場を作るとか、いうのにつきましても現実性があるかどうか、考えてみなければならないとい

うふうに思います。そういうことで、西岡議員さんにもぜひとも研究を一緒にしていただくよ

うにお願いをいたしまして、答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） ５番、西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） よくわかりました。一緒に協力ができることは一生懸命に頑張っていき

たいと思います。以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（土居英昭） 西岡利昌君の質問を終わります。 

 ここで暫く休憩します。再開は１０時４０分の予定です。 

 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（土居英昭） 再開します。１２番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） １２番、井上洋一でございます。２点質問をいたします。１点目、フ

ァミリー・サポート・センターを設置されたいとうことでございます。厚生労働省によると、

ファミリー・サポート・センター事業の概要は、乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の

労働者や主婦等を会員として、児童の預かり等の援助を受けることを希望する者と当該援助を

行なうことを希望する者との相互援助活動に関する連絡、調整を行なうものであるとのことで

あります。相互援助活動の一例は、（１）急な残業の場合に子供を預かる。（２）保育施設まで

の送迎を行なう。（３）保育施設の開始前や終了後又は学校の放課後子供を預かる。（４）保護

者の病気や休養等の場合に子供を預かる。（５）冠婚葬祭や他の子供の学校行事の際、子供を預

かる。（６）買い物等外出の際、子供を預かる。などであります。ファミリー・サポート・セン

ターのしくみは、センターがアドバイザーであり、援助を受けたい会員から申し入れを受け、



援助を受けたい会員に援助の打診を行ない、成立すると、援助を行なうということであります。

全国での平成１７年度末現在の実施市区町村数は４３７市区町村であり、現在はもっと増加し

ていると思われます。聞くところによると、周辺では、松山市、伊予市、松前町などが実施し

ているとのことであります。その松前町のファミリー・サポート・センター「ｍａ★ｍａ・ほ

っと」は、平成２１年３月３１日現在の登録会員総数は、４３１人であり、援助件数延べ２８

５件、利用人数１９１人であります。以上の状況を考えてみると、砥部町も、ファミリー・サ

ポート・センターを導入して住民の福祉活動に少しでも寄与されてはいかがですか。町長のご

所見をお伺いします。 

２点目、果樹（みかん）農家に助成金を。民主党のマニフェストに戸別所得補償制度の導入が

あります。米、麦、大豆等販売価格が生産費を下回る農産物を対象に、その差額を基本とする

交付金を交付するものです。この制度は、食料自給率の向上を図ることと、水田農業の経営安

定を図るために、赤字に陥っている米に対して補填する対策をセットで行うことであろうと思

います。砥部町の農家は、大半が米ではなく、果樹すなわちみかんであり、厳しい経営環境下

にあります。そこで一例ではありますが、肥料等に対して一定の補助、助成をしてはいかがで

しょうか。町長のご所見をお伺いします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） ただいまの井上議員のご質問にお答えをいたします。はじめにファ

ミリー･サポート･センターの設置についてのご質問でございます。本町では、昨年度に砥部町

次世代育成支援行動計画の見直しを行い、平成２２年度から２６年度の５年間を実施期間とし

た後期実施計画を策定いたしました。この計画書の中で、多様化する保育ニーズへの対応策の

一つとして、平成２６年度までにファミリー・サポート・センター事業の実施を目標としてお

ります。しかし、町民の方からも援助を受けたい人、応援したい人、双方からお話がございま

した。そういうことで、早急に事業化を検討していきたいと思います。 

次に、果樹農家に助成金をのご質問ですが、現在、町単独事業として農業団体が奨励する優

良品種の苗木購入の補助事業や果実の品質向上を目的にマルチ栽培を推進するための資材購入

の補助事業を当初予算に計上しております。さらに、本議会において、雨よけハウス・かん水

施設整備に対する補助や鳥獣被害防止のための電気柵設置に対する補助の事業費を補正予算計

上していますが、農家負担の軽減を図るため、これまで１０％であった町の補助率を約１７％

にして、提案させていただいております。ご質問の肥料に対する補助事業は予定しておりませ

んが、既存の助成事業の充実を図ることで、農家の皆さんの負担軽減を図っていきたいと思っ

ております。以上で、井上議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） １２番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） ただいま町長の方から平成２６年度までに設置をしたいと早急に検討



いたしたいという答弁でございますので、私もできるだけ早く住民福祉のために設置をしてい

ただきたいと思っております。ちなみに、この松前のファミリー・サポート・センター「ｍａ

★ｍａ・ほっと」利用状況ですが、サポート会員が６９人。これは平成２１年の３月末ですが、

利用会員が３５１人だそうであります。当然松前の方が砥部町より人口が１万人ほど多いので、

多少この人数は変わろうかと思いますが、まあ両会員、どちらでもできる方というのが１１人

だそうです。まあそんなことで合計が４３１人となったそうでございます。月ごとの援助活動

等の状況というのは、そんなに変わっておりません。たとえば４月が援助件数２４件。まああ

と月別ですが、２５、２３というふうになっておりまして、少ないときが８月の１３件。一番

多いときでも９月の３１件。ということは、平均的に利用されているんだなというふうに受け

取れます。それで内容については、松前町の方は、援助内容は１４件ほどしておりますが、特

に多いのが学校放課後児童クラブ終了後等の援助、保育所、幼稚園の送迎等の援助、町の子育

て支援事業関連の預り、子供の習い事への送迎援助。特に最近この習い事への送迎援助が増え

たそうであります。そんなことで、合計件数２８５件となっておりますので、その辺もご参考

にしながら、できるだけ早急に設置をしていただきたいと思っております。その辺り、人数等

も含めてまた町長等のお考えを再度お願いしたいと思います。 

また、この柑橘の関係ですが、農業を取り巻く環境は厳しくなっております。農政転換も進

む中、県内の農業は重要な危機にあると考えます。生産者の所得向上と地域農業再生にぜひと

も力を尽くしていただきたいと考えておりますので、再度ご答弁をお願いしたいと思います。

以上です。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） 再質問でございますが、ファミリー・サポート事業でございます。

これはこの間もぽっかぽか祭と言って小さい子供さんの、今町の支援事業でやって頂いている

事業もございます。そういう中でも、この子供達が順に大きくなってということも伺いました

し、またＰＴＡの方からサポートしたいというような、私達も大分子育てが済んだからやりた

いというようなご意見をいただきました。そういうことで、子供達の今後の育成のためにはど

うしても必要な私は事業であるというふうに思っておりますし、お互いに助け合う世の中を作

っていかなければならないというふうに考えております。そういうことで、今人数的に何名ぐ

らいの利用者とか、サポートする人が何人ということは申し上げられませんけれど、積極的に

活用していただけるいい組織を作りたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

それから、果樹農家の助成でございますが、これにつきましても他のいろんな事に比べると

まだ農家の方に対する助成が十分ではないという気持ちを私は持っております。そういうこと

で、今後また皆様方、そしてＪＡあたりとも相談しながら、本当に農家の方が望んでいる助成



をしていきたいというふうに考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） １２番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） このファミリー･サポート･センターの、簡単に言えば特徴は、行政が

窓口になるということで、ある意味で住民の信用という問題があるんです。各地にＮＰＯを使

ってやっているところもあると聞いておりますが、そのＮＰＯという団体が本当に大丈夫なの

かと、その辺のクエスチョンマークがついておりますんで。行政が窓口にするということで、

安心・安全ということなんです。ですから、町の方でぜひお願いしたいということでございま

す。 

それと、この果樹の関係ですが、私の耳に入ってくるのは、町も砥部焼は一生懸命頑張って

いると、砥部焼まつりを行ない、今年も大盛況、本当に喜ばしいことです。それはいいと。し

かし農業をほっとんじゃないかというような声を聞きますので、是非ともそんなことはないよ

と、私も言っておりますが、砥部焼だけではなく、農家も忘れないようにということですので、

ぜひその辺りお願いしたいと思います。答弁はいりません。以上です。 

○議長（土居英昭） 井上洋一君の質問を終わります。１１番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） 議席１１番、宮内光久でございます。６月８日、鳩山前内閣から新菅

内閣が発足し、記者会見で財政再建が新政権の最大課題であると認識を示されました。消費税

増税に向けた考えが念頭にあると見られ、前政権から方針の転換をした形であると私は思いま

す。いずれにせよ、国民は今度こその裏切ることのない政権運営を望みたいものであります。

それでは、質問に入ります。まず１点目、陶祖ヶ丘公園の整備についてであります。４月１６

日、砥部焼まつり前夜祭に先立ち、先人を祭る陶祖ヶ丘公園に顕彰碑を建立され、その除幕式

に私も参加をさせていただきました。梅野武之助氏は戦後の不況で砥部焼が大変苦しい時代に

中央から著名な陶芸家や工芸家を招き、デザインの指導を受けるとともに、若手陶芸家の育成

に尽力され、民芸運動の時代にもマッチし、白磁に呉須という今日の砥部焼の基礎を築かれた

ものでございます。また、文化協会の創立や、梅野奨学基金など砥部町の発展に貢献され、平

成１３年には名誉町民の称号が送られています。大変立派な顕彰碑でありますが、裏側に回っ

てみると、ゴミや空き缶などが散乱しているのを目の当たりにしました。伝統産業会館を見学

後、陶板の坂道をゆっくり散策し、砥部焼の聖地・陶祖ヶ丘公園に立ち寄って、砥部の景観を

見下ろす時、あまりにも足元が汚いのではまちの美しさも半減します。そこで、陶祖ヶ丘公園

の整備計画について町長のご所見をお伺いいたします。 

２点目は、自然災害・雪害についてお伺いします。３月１０日、午前１０時３０分暴風雪警

報が発令されました。この影響で本町でも特に広田地域において大量の湿った雪が降り、着雪

による倒木や風等で木先が折れる等の大きな被害が発生いたしました。行政事件等報告書の中

で第一権現荘と第二権現荘についての被害の報告を受けましたが、森林等はどうなっているの



か、状況はどのようになっているのか、そこで質問いたします。（１）被害はどのくらいのもの

か。現在の状況はどのようになっているのか。（２）町の今後の対応はどのようにするのか。以

上町長のご所見をお伺いいたします。 

３点目はヘルメット着用の呼びかけについてお伺いいたします。自転車が跳ねられる交通事

故を減らそうと、県警交通企画課は昼間も自転車のライトを点けて走り、視認性を向上させる

自転車のライト昼間点灯運動を初めました。県内で今年自転車利用者が死亡した交通事故は６

件。いずれも日中に発生しており、県警は交通安全講習会や街頭指導などでライト点灯を呼び

掛け、死亡事故アンダー８０を展開いたしております。本町の子供達も交通事故に遭わないよ

う、交通安全教室などで安全意識を持って頂いておりますが、休みの日や午後自転車に乗る場

合、交通ルールを無視した乗り方をしている子供もずいぶん見かけます。また、中学生の場合、

通学時は全員ヘルメットを着用していますが、休みなどはほとんどの生徒がヘルメットを着用

していません。自分を守るためにも、事故防止を図るためにも、ヘルメット着用の呼びかけを

推進すべきだと私は思いますが、教育長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） ただ今の宮内議員のご質問にお答えをいたします。始めに陶祖ヶ丘

の整備、それから清掃についてのご質問でございますが、陶祖ヶ丘の整備は、忠霊塔部分を除

いた陶祖ヶ丘周辺を整備したいというふうに考えておりまして、南斜面に陶板６１３枚を使っ

た縦５．２ｍ、横１０．３ｍの陶壁画、その上部に柵を設置いたします。そしてまた、追加工

事といたしましては、階段への手摺の設置、そして砂利敷きによる雑草対策などを行いたいと

考えております。事業費は６９５万７千円でございまして、本年８月末の完成を予定しており

ます。なお、梅野鶴市さんの像の基礎部分の補修が必要になっておりますので、これも早急に

対策を立てたいというふうに考えております。陶祖ヶ丘は申されましたように砥部焼の歴史を

飾る方々をたたえた聖地であり、陶街道のポイントとして欠かせない場所であると思っており

ます。訪れた皆様が心地よく散策できるよう、整備完了後も清掃に努めてまいりたいと思いま

す。 

次に、自然災害、雪害についてのご質問でございますが、１点目につきましては、町道や公

共施設にとどまらず住宅や農林業にも被害を及ぼしました。被害状況は、町道関係では、３０

路線６４箇所の倒木による被害。建物では、公共施設である第２権現荘と、大内野地区の民家

２棟について、屋根の一部が破損いたしました。そして農業施設関係では、ビニールハウスが

１１棟被害を受けております。被害総額は３００万円、林業では、３ヘクタールの山林が被害

を受け、被害総額は１０３万８千円でございます。２点目につきましては、現在、町道及び公

共施設は、すでに復旧をいたしております。また、住宅やビニールハウスにつきましても復旧

が進んでおります。しかし、先程の大平さんの質問にもございましたが、山林の倒木処理など



復旧作業がなされているところ、またほとんど放置されている状況、いろいろございますのが

現状ですので、そういうことで、関係機関との協議、適正な間伐の推進等により、災害の起こ

りにくい森林整備を進めてまいりたいと思いますし、先程申しましたように、損害保険の加入

促進も含めて推進したいと考えております。次のヘルメット着用の呼びかけをについては、教

育長が答弁しますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 佐野教育長。 

○教育長（佐野弘明） 宮内議員さんのヘルメット着用の呼びかけをのご質問に対してお答え

をいたします。平成２０年 6 月に道路交通法の改正がございまして、その改正の中で「児童又

は幼児を保護する責任のあるものは、児童又は幼児を自転車に乗車させるときは、乗車用ヘル

メットをかぶらせるよう努めなければならない。」というふうに改正がなされております。が、

しかし、子どもたちや保護者にこのことが十分浸透をしていないのが現状であろうかと思いま

す。そして自転車事故につきましては、年齢が低いほど、頭に損傷を負う事故が多くなってお

ります。転倒による致命的な負傷を防止するためには、ヘルメットの着用が有効であろうとい

うふうに考えております。現在、幼稚園や小・中学校において交通安全指導を行っております。

今後は、この指導の中で、ヘルメット着用の必要性を教えて参りたいと思います。そして、Ｐ

ＴＡの会合などを通じて保護者に対しましても、子供のヘルメットの着用、あるいは先程ご質

問の中にもございましたライトの昼間点灯、こういったことについて呼び掛け、啓発を行うな

ど、自転車の安全利用について推進して参りたいと考えております。以上で、宮内議員さんの

ご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） １１番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） 答弁を頂きましたが、ただ、まず１点目の陶祖ヶ丘公園の整備につい

て。ずいぶんともうできておられると思いますが、まず私もその除幕式に参加してまず思った

ことが、ひび割れがいっとる、先程町長が言われたところでございますが、あそこもやっぱり

整備をしておかなければいけないものだと思います。また、町長の方にはいつ頃計画を立てら

れるのか、予算をどのぐらいできるのかを、答えていただきたいと考えます。ずいぶんとなん

か、昨日ですか、陶版ができたということで、伺っておりますけれども、昨年９月にですね、

補正予算であそこの陶祖ヶ丘の整備をするとなっとりましたけれど、今までちょっと遅れた理

由をですね、一つお聞かせいただきたいと思います。 

２番目の自然災害についてでございますが、先程大平議員の方も質問されたと思いますので、

繰り返しては言いませんが、ただ私の方は、個人財産の方は個人が見るということですが、た

だ広田地域には町有の森林がございます。総津と上尾峠の所にあるかと思いますが、こちらの

被害はどのように把握しておるのか、お聞かせを頂きたいと思います。 

３番目のヘルメット着用でございますが、前向きな答弁ありがとうございます。私も娘と話



をする中で、それはお父さん、全部が全部ヘルメットを買うということはできないよと、だか

ら呼びかけと言う感じで私は質問させていただきました。ただ、ヘルメットを被らずにそのま

ま乗るというのは大変危険でございますので、通学の場合にはですね、黄色の帽子を被ってい

るかと思います。小学生は全員ですね、女性も男性も黄色の帽子を被っております。無帽子で

はもし転げた場合、頭を打った場合に大変危のうございますので、そのヘルメットを着用でき

ない場合はですね、小学生の方にはまず帽子を被る、黄色い帽子なので目立ちやすくなります

し、事故防止にも繋がるかと思いますし、自分の身を守るためにも帽子一枚で変わってくるか

と思いますので、そこのところ、答弁一つよろしくお願いをいたします。以上です。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） 再質問にお答えをしたいと思います。先程ご指摘のひびが入ったと

ころというのは、梅野さんの銅像の周辺ということで理解をさせて頂いております。これにつ

きましては約１０ｍｍ、１ｃｍぐらい傾いているのではないかという調査状況でございます。

そういうことで、これは危険でもございますので、早急に先程申しましたように修理をさせて

いただくということでございます。それと、あの辺りは非常に砂地でございますので、今まで

の雨、その他によって空洞が一部できているということでございますので、これを早急にきち

っと修理をしたいというふうに思っておりますが、今整備をする予定の予算の中で上がる程度

だというふうに考えておりますので、予算が今いくらかということは申し上げられませんが、

予算内でさせていただくというふうに思っております。それと、遅れた理由でございますが、

整備が２１年の９月に補正予算を頂いてやっているわけなんですけど、まず１番はデザインで

ございます。陶板６００枚あまりを使うのでございますので、砥部焼協同組合においても誰に

デザインをするかとか、最初は３人ぐらいでやろうということで進めていたんですけど、なか

なかまとまらないということで、最終的には工藤省治さん一人になったということを聞いてお

ります。やはり一貫性のあるものでなければこれだけの陶板を使ってやるわけでございますの

で、そういう面でデザインの確定に時間がかかったということでご理解をいただきたいと思い

ます。 

それから雪害の関係でございますが、町有林は０．５５ｈａということでございまして、杉

の木の倒木、そして幹折れ等がございました。この金額についてはあんまり大きな額にはなら

ないと思いますが、保険に加入しておりますのでそれで対応したいというふうに考えておりま

す。以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） 佐野教育長。 

○教育長（佐野弘明） 宮内議員さんの再質問に対してお答えをさせていただきます。ヘルメ

ットの代わりに黄色い帽子を着用してはという大変良いご提案を頂きました。ありがとうござ

いました。先程申し上げましたように、道交法の改正がございましたけれども、これは努力事



項ということで義務になっておりませんので、なかなか浸透していないところがそこらにある

んかなというふうに思います。ヘルメット着用ということが有効ではございますけれども、ヘ

ルメットを購入するといいますとやはり値段がかなり高価なものですので、かかってまいりま

す。その対策として黄色の帽子、いうふうなことでご提案を頂きましたので、その方法も含め

て、啓発呼びかけを努めてまいりたいと思います。いずれにしましても、いくら子供といいま

しても自分の命、体は自分で守る、こういった安全教育の中で進めてまいりたいと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） １１番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） はい。再々質問になりますけれど、陶祖ヶ丘公園の整備については、

町長の前向きの答弁を頂きました。早急に修理をして、立派な祖ヶ丘公園を作られるように要

望をいたしておきます。 

２点目の自然災害は、町有林が０．５５ｈａでございますが、これは全体でございますけれ

ども、この０．５５の中には総津と上尾と両方あるかと思いますが、これの詳しく話ができる

場合やったらしていただきたいし、調べてない場合はまた後でお聞かせいただいても結構でご

ざいます。 

３点目のヘルメット着用については、教育長の方から前向きな答弁を頂きましたので、ぜひ

実行をされますよう要望いたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） 詳しくということでございましたが、ちゃんと資料を用意してくれ

ておりましたので、これを基にご説明をさせていただきます。３月１０日の大雪で被害のあっ

た町有林は仙波地区の町有林がほとんどということでございます。仙波地区の１６４７番地、

これが０．８４ｈａ。それから仙波の１６４８番地、これが０．０４２ｈａ。仙波の１６４９

番地、これが０．１８２ｈａ。仙波の１６５０番地が０．０５ｈａと。合計で１．１１４ｈａ

で、これを被害率５０％と積算しますと、被害面積が０．５５７ｈａとなるものでございます。

以上です。 

○議長（土居英昭） 宮内光久君の質問を終わります。１番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） １番佐々木隆雄です。私は毎回議会で発言をさせていただいておりま

すが、常に申してますように、やはり町民の声をこの議会に届けるのが議員の役割だというふ

うなことで、今回もいろんな声が寄せられました。それを元に２つの点について質問をいたし

ます。１点目は坂村真民記念館建設に関することでございます。建設に関してすでに新聞報道

もされておりますが、また先程の町長の報告にもありましたが、硎南館を壊してそこに新たに

作るというふうなことまで決定はしておりますが、私は町民の声なんかも聞く中でですね、や

はりこういう財政的にも厳しい状況の中で、なるたけ町の財政を使わないで進めてほしいなと



いうふうな声がありました。現在、５月末現在で４，０６１万３千円の寄付が届いているとい

うふうに報告がありましたが、元々は５千万ぐらい計画をしているかと思いますが、基本的に

はこの５千万円でその範囲内で進めることが出来ないんだろうかと、そうすれば町にとって、

当然町民にとってもその負担はないというふうなことで、そういうふうな考え方も必要ではな

かろうかということが１点目であります。それから２つ目は、私はまだ１年余りで十分に勉強

できてなかったので、本来でしたら３月議会で質問をしないといけない中身だったんかも知れ

ませんが、建設の工事費は２２年度の当初予算には計上されていなくて、補正予算で計上する

というふうな項目がございました。どちらかと言うと補正予算というのは例えば災害があって

それに対してこういう援助と言いますか、対応したから、これこれの費用が必要だったという

ふうなことで、例えば計上されるような問題ではなかろうかと思いますが、このような大きな

工事については、本来はやはり全体概要と言いますか、そういうものをしっかりと打ち出して、

それの計画に伴ってですね、これぐらい費用がかかるというふうなことで、予算計上する、そ

ういうやり方が本来の進め方ではないんだろうかというふうなことも考えられます。ですから、

こういう進め方についてどうなんですかというふうな声が私の方に届きました。十分に私自身

は回答できませんでした。町長、どのようにお考えなのか答えを頂きたいというふうに思いま

す。 

 それから、大きな２点目は下水道の受益者負担金に関することで、これは極めて具体的な事

例で、町民の方が相談に来られました。町の方からも既にお話もあって、お話も聞いて、判子

も押したよというようなことだったんですけれども、改めてですね、相談があったもんですか

ら、一度議会で取り上げましょうと、しかも今回条例の提案がされておりますので、合わせて

検討をしたいなと、していただきたなというようなことで、質問を用意いたしました。飲食店

を営業しておりまして、現在もう廃業しております。普通のもう民家になっております。で、

ご夫婦２人で、いわゆる年金暮らしで生活をされている方です。飲食店をしていた関係で１５

人槽が設置されているということで、この負担金が条例の原案でありますように１０人槽まで

が１８万程度ですかね、それから増えるごとに公式があってプラスされるというふうになって

おりますが、もうこの方たちの生活実態は夫婦だけで、普通の家庭での生活ですので、そんな

に多くの例があるとは思えません。こういうふうな方のためにと言いますか、こういう具体的

なこの町民の生活実態にあったような受益者負担金の設定というふうなことにするような項目

を取り入れていただくようなことも検討頂きたいというふうなことで、町長のご所見をお伺い

いたしたいと思います。以上２点です。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） それでは佐々木議員のご質問にお答えをさせていただきます。日頃

から町民の皆さんのご意見をお届けいただいて本当にありがとうございます。お礼を申し上げ



たいと思います。私ももっともっと耳をいろんな方向に向けて聞いていかなければならないと

自分自身も反省するとともに、一つの意見でなく、いろんな意見を聞いていこうというふうに

思っております。始めに坂村真民記念館の建設についての２点のご質問ですが、１点目の建設

費用につきましては、現在、町内外から４千万円を超える寄附金の申込みをいただいておりま

す。建設費は、その寄附金を充てるほか、国からの財政援助を受ける合併特例債を充てる計画

を立てています。まだ設計ができておりませんので、どのぐらいという金額は今申し上げられ

ません。そういうことで、合併特例債を充てて計画をしたいと考えております。それともう一

つ、私なりの考え方として、皆さんから寄付をしていただいたんで町は知らないよ、４千万円

以内で建てるよ、これもやはり寄附をして頂いた方にそれで十分かどうかというのもやっぱり

私はよく考えなければならないというふうに私なりの考え方を持っております。２点目の進め

方についてでございますが、当初の案としては、建設費を２２年度の当初に計上する予定でし

た。これは佐々木議員さんがご指摘のとおりでございます。議員さんもよくその事情はおわか

りになっていると私は思いますが、この真民記念館の特別委員会を立てて、１２月には松山の

方へ講堂改築の見学にも行きました。それの中でなかなかいろんな意見が出て、まとまらなく

って、３月を過ぎてから壊すという方向が決まったわけでございます。そういうことで、どう

いうものか全然わからない状況での予算というのは計上できません。そういうことで、従来と

は変わった形になりましたが、これをしたら２３年度に送っていいものかということになりま

すと、そうではないと思います。そういうことで、今回の場合は特例ということになるかもし

れませんが、これからそういうこともまた起こること、私はあると考えられます。そういうこ

とで、やはり基本計画が出来た段階で広報等により住民の皆さんにもご説明し、設計が完了い

たしましてから、本体の建設費については予算計上をさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、下水道事業受益者負担金についてのご質問ですが、かつては店舗などの兼用住宅とし

て、１１人槽以上の浄化槽を設置しながら、現在は廃業して専用住宅化している建物が、町内

に十数件ございます。これは町全体でございます。今回の計画区域外も入れてございますので、

その点もご理解ください。これらにつきましては、既存浄化槽の人槽と、現状における算定人

槽との差が大きいことから、負担も大きくなるものです。負担を公平にするため、本議会に提

案させていただいております砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例に、減免規定を設

けさせていただいておりますので、その中で検討してまいりますので、その旨皆様にもお伝え

いただきたいと思います。以上で、佐々木議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（土居英昭） １番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 坂村真民記念館の件。全員協議会の時にも、私も発言をさせていただ

きましたし、他の議員さんからもそれについてはいろんな意見が出されたかと思います。町長



のところにも直接町民からも声が届いているようにもお聞きしております。その中でなかなか

地域によって正直言いまして、坂村真民さんのために町が一生懸命やってるんではないかと、

いうふうな声も聞かれております。名誉町民のモニュメントが、ロビーに入ったら４人の方が

おいでますが、例えば砥部町にとってはやはり梅野さんの、お名前すみません今出てきません

が、この間、武之助さんですか、出された功績から考えると、むしろ梅野さんの功績をたたえ

るような建物も必要ではないかとか、いう声とか、井上正夫さんのように文化会館の中にそう

いう資料室を設けていますが、そういうものと一緒にするだとか、西岡議員さんの質問にもあ

りましたが、今後やはり砥部町からいろんな偉大な方が出てくる可能性はあります。そういう

のはある特定の方の記念館ということではなくて、むしろ砥部町全体にとって本当にみんなの

誇りになるような方、まとめてと言うのは失礼なんですけども、一同にするような形での記念

館建設とかいうふうなことも考えられるんではないかというふうな声も出されてきております。

そのようなことで、もう少し坂村真民記念館ということでなくって、砥部町としてそのような

ことも年頭に置いて進めていっていただくことも重要じゃないかなというふうに思います。 

それから、受益者負担金については減免措置もあるというふうなことなので、また具体的に

その中身をもって相談者には私の方も対応していきたいというふうに思います。砥部町全体の

記念館的なもののお考え、町長、ご所見をお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） 佐々木議員さんの再質問にお答えさせていただきます。確かに私の

方へ文書で２通のお手紙を頂きました。大体内容は同じでございました。そのお２人とも、内

容についても同じものを頂きました。しかし、私のところへ真民先生の記念館いつ出来るのと

この声はたくさんもっともっと届いております。私はやはり先程も申しましたように、意見は

いろいろあると思います。反対の方もあるし賛成の方もある。そういう中で、取捨選択をして、

いい方向へ進めるのが役目ではないかというふうに考えておりますので、その点につきまして

は、決して頂いた意見を無視しているわけでございません。腹の中に入れて私なりに考えさせ

ていただいております。それと、坂村真民記念館の建設につきましては、佐々木議員さん大変

申し訳ない言い方かもしれませんけど、この話は今日出てきたわけでございませんので、今ま

での中で真民先生の記念館を造ろうということで議会の中では相談ができていたと思います。

そういうことで、ご意見はご意見でもちろん結構なんですけど、やはりそういうこと決まった

ら今度また協力をして頂いて、それを建設する中でどういうふうに進めたらいいかということ

をやはりお教えいただいたら、私はもっともっといいことが出来るんではないかと思います。

そしてまた、砥部町の偉人の方といいますか、先人者と言いますか、先覚者と申したらいいで

しょうか、そういう人を一同に会した記念館を作る、これも一つの方法だと思います。今いろ

んな全国各地で作られている記念館というのは、割に特定の人を関した記念館が非常に多ござ



います。決してそれがいいとは私は申しませんが、そういう例は全国にたくさんございます。

そういう中で、特定をして、その人の功績を称えると言いますか、考え方とかそれを伝えてい

くのも一つの役目ではないかというふうに思います。そういうことで、私は今回の坂村真民記

念館はそのままでなんとか建てたいというふうに思います。梅野武之助さんのお話も出ました。

この方も私も立派な方でありますが、これを皆様方にどんどんお知らせをして、他の方にも砥

部へ来ていただくというのはちょっと難しいんじゃないかと思います。そういうことも合わせ

て考えております。なおちょっと申し添えておきますけど、陶祖ヶ丘の梅野武之助さんの碑に

ついては、砥部焼まつり実行委員会が砥部焼まつりを興してくれたということと、砥部の焼物

に貢献したということで、建立をされましたので、町からは予算を持っていっておりませんの

で、その点も含めてご説明をしておきたいと思います。 

○議長（土居英昭） １番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 坂村真民記念館建設そのものは、町長のお考えで一生懸命進めていか

れてますが、それについてやぶさかではございません。やはりここの最初の一番目に書いてま

すように、やはり町民にとって極力町の方からお金を出さないでもやる方法があるんじゃない

かと、もっと研究をすべきじゃないかというふうなところは、我々議員もしっかりと、やっぱ

り捉えて議論の中にも参加していく必要があろうというふうに考えます。そういう意味では、

これからいろんな事業計画等も出されてきますが、常に町民の思いをしっかりと受け止めて、

この建設に関わっていくというような姿勢を、ぜひ町長も含めてお持ちいただきたいというふ

うに思います。いかがでしょうか、町長。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○砥部町長（中村剛志） 再々質問いただきましたが、私はそのとおりだと思います。佐々木

議員さんもそれぞれのお考えを持っておりますし、私も持っております。個人一人だけの意見、

一人だけとは申しませんけど、砥部の町民の皆様全体の意見をいろんな角度から検討して決め

ていきたいと思いますので、それはまったく同じだと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（土居英昭） 佐々木隆雄君の質問を終わります。これで一般質問を終わります。 

  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第４１号 ２１砥下第１６号砥部放流渠圧送管敷設工事（８工区）請負 

契約の変更契約の締結について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第７議案第４１号２１砥下第１６号砥部放流渠圧送管敷設工事（８

工区）請負契約の変更契約の締結についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求



めます。東岡生活環境課長。 

○生活環境課長（東岡秀樹） ２１砥下第１６号砥部放流渠圧送管敷設工事（８工区）請負契

約の変更契約の締結についてご説明申し上げます。次のとおり工事請負契約の変更契約を締結

することについて、議会の議決を求めるものでございます。平成２２年６月１０日提出、砥部

町長中村剛志。まず契約の目的でございますが、２１砥下第１６号砥部放流渠圧送管敷設工事

（８工区）。変更契約の金額でございますが、６，２０５万２千円。消費税及び地方消費税の額

を含むものでございます。今回の変更契約による増額でございますが、３７７万円の増でござ

います。消費税及び地方消費税の額を含むものでございます。契約の相手方でございますが、

愛媛県伊予市下吾川９４７番地の１株式会社伊予ブルドーザー建設、代表取締役今岡満洲太郎。

変更の理由を説明させていただきます。お手元に配布させていただいております資料により説

明をさせていただきます。８工区の工事区間につきましては、紫色の実線の区間で、工事延長

が５２８．８ｍでございます。変更の理由の第１点目でございますが、麻生保育所の前の周辺

から南の青い実線がその図面にあろうと思いますが、これが約３５０ｍございまして、ここの

掘削の結果、粘土層部分がございまして、埋め戻しの土として利用できないというふうなこと

で、この軟弱な土の運搬と処分、それと入れ替えの砕石の費用が必要になりまして、増額とな

るものでござます。２点目でございますが、地元水利組合との協議によりまして、渇水時に処

理水を農業用水として利用するための分水吐き口を３箇所設けることとなっておりまして、水

利組合と現地で最終協議を行いました結果、緑色の実線の吐き口の①の所の部分が１５ｍ上流

に位置の変更となったものでございます。それと下の方の③の吐き口につきましては、ちょう

ど渡辺操さんのお宅の前の既存水路の方に放流することに変更になりまして、これに伴いまし

て今回の放流管の埋設時に併せまして分水管を３５ｍ分同時に埋設する方が２２年度で工事を

するより経済的になるというようなことで、新たにこの工事費を計上するものでございます。

３点目でございますが、赤い実線部分が舗装の仮復旧工事の追加部分でございます。公共下水

道工事に伴います舗装復旧につきましては、施工当日にまず復旧を行いまして、続きまして下

水道管の埋設がすべて完了いたしますと、仮復旧をするというのを当該工事で行っております。

そして翌年度以降に下水道管の敷設をいたしました車線の全幅員の本復帰を基本といたしてお

ります。この８工区区間の５２８ｍのうち、赤い実線部分の約２００ｍの区間におきましては、

下水道本管の敷設工事、それと水道管の移設工事を同時期に行っておりまして、それぞれ仮復

旧の舗装の経費を計上いたしておりました。しかしながら、最終工事でございます８工区の工

事が終わり次第、仮舗装をまとめてする方が適正な道路管理と効率的な施工管理を行えること

から、下水道本管敷設工事と水道管移設での仮復旧工事を減額いたしまして、最終工事となり

ました８工区の本工事の事業費に仮舗装の費用を追加をさせていただくものでございます。以

上の変更によりまして、３７７万円の増額となるものでございます。提案理由でございますが、



２１砥下第１６号砥部放流渠圧送管敷設工事８校区請負契約の変更契約を締結したいので、砥

部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、提

案するものでございます。以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜りますよ

うお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。１２

番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） ちょっと私の方が、聞き漏れがあったら訂正しますので、その時は申

し訳ございません。今課長の方からご提案がございました第８工区の件ですが、粘土層部分に

ついてはどのぐらいの量が出たのか。私はちょっと一般的に分かりませんので、例えばダンプ

で何台とか、で結構ですので大体で結構ですからお答えいただきたいと思います。 

○議長（土居英昭） 東岡生活環境課長。 

○生活環境課長（東岡秀樹） 井上議員さんのご質問にお答えさせていただきます。粘土層の

発生の量でございますが、約７８㎥でござまして、１０ｔダンプで申し上げますと約２０台分

を、搬出を、入れ替えたということでございます。 

○議長（土居英昭） 他にございませんか。質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４１号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４１号２１砥下第１６号砥部放流

渠圧送管敷設工事（８工区）請負契約の変更契約の締結については可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第４２号 衛星インターネット接続機器購入契約の締結について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第８議案第４２号衛星インターネット接続機器購入契約の締結につ

いてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第４２号衛星インターネット接続機器購入契約の締結について。

次のとおり物品購入契約を締結することについて、議会の議決を求める。平成２２年６月１０

日提出、砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、先般の全協で報告いたしましたとおり

当初３月定例会で請負契約を締結しておりました業者の機器調達先が５月中旬廃業ということ

になりまして、前の契約業者が履行できなくなったと、それに伴いまして、新しい業者と契約



をするものでございます。契約の目的でございますが、衛星インターネット接続機器購入。契

約の方法、随意契約。契約金額１，１６９万９，９９９円でございます。契約の相手方、広島

市にあります株式会社シーオーテックでございます。以上で説明を終わりますので、よろしく

ご審議のほどお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

１６番、三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） ただ今課長の方から提案がございまして、当初の契約社が倒産、施工

可能でないということをご報告いただきました。ならば契約の中にもあろうと思いますが、そ

ういう場合は違約金かなんかをいただくようになっておるように思います。もしなっておらん

のなら別ですが、その違約金が大体いくらぐらいになるのか、ご説明をお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） ただ今の三谷議員さんのご質問でございますが、契約条項の中に、

不履行になった場合には契約金額の１０％を払うということになっております。今回、正式な

金額につきましては、１００万２，７５０円という金額が違約金として払われることになって

おります。以上でございます。 

○議長（土居英昭） １６番、三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） １０％のいわゆる違約金だということでございました。払われること

になっておりますというお答えでございましたが、まだ払い込みはされておらないのでござい

ましょうか。あるいは払い込み先の、倒産したところから払い込んでもらうというのは大変な

ことでございましょうけれど、町がそういう契約結んだ業者でございますので、少なくともそ

の程度のことはできると、これは私の勝手な想像でございますが、そこらあたりもわかる範囲

で結構でございます。お答えをいただいたらと思います。 

○議長（土居英昭） 原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 三谷議員のご質問にお答えいたします。当初の契約業者にはその旨

連絡しまして、ご了解いただいておりますが、事務手続きの都合上、まだ請求書は発送してお

りませんが、払っていただくということで了解をいただいております。 

○議長（土居英昭） 他にありませんか。質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４２号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４２号衛星インターネット接続機



器購入契約の締結については可決されました。 

○議長（土居英昭） おはかりします。ただ今中村町長から議案第５７号２１教育第２７号広

田小学校体育館耐震補強等整備工事請負契約の締結についてが提出されました。ここで議案を

配布いたします。しばらくお待ちください。 

[議案配布] 

○議長（土居英昭） 議案第５７号を日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。議案第５７号を日程に追加し、追加日程第１とし

て議題とすることに決定しました。 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第１ 議案第５７号 ２１教育第２７号広田小学校体育館耐震補強等整備工事請負

契約の締結について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 追加日程第１議案第５７号２１教育第２７号広田小学校体育館耐震補強

等整備工事請負契約の締結についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。

松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第５７号についてご提案申し上げます。議案第５７号２１

教育第２７号広田小学校体育館耐震補強等整備工事請負契約の締結について。次のとおり工事

請負契約を締結することについて、議会の議決を求める。平成２２年６月１０日提出、砥部町

長中村剛志。提案理由でございますが、砥部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例の規定に基づき、提案するものでございます。内容は議案書にありますよう

に、契約の目的として先程申しました広田小学校の体育館の補強等の工事でございます。契約

の方法は、公募型指名競争入札でございます。契約金額でございますが、６，４０５万円。こ

れは予定価格の７１．８％でございます。うち消費税及び地方消費税の額が３０５万円でござ

います。契約の相手方でございますが、松山市福音寺町２３９番地、株式会社岡崎工務店、代

表取締役岡崎智久でございます。内容について若干触れさせていただきます。資料の方をお願

いいたします。資料１ページでございますが、この入札は先程申しましたとおり公募型指名競

争入札という形をとってやらせていただいております。なお、入札の方法につきましては郵便

入札で行っております。１０社の応募がございまして、１０社とも指名をいたしました。その

開札でございますが、５月の２４日に開札をいたしております。で、応札価格順に業者さんを

並べております。その中で一番低い価格で応札されました岡崎工務店さん、こちらの応札価格

は低入札調査価格を下回っておりましたので、入札につきましては一旦保留いたしまして、工

事内訳書を確認し、客観的な基準につきましては満足できておるということで、岡崎工務店さ

んから詳細調査に入らせていただいております。その結果、６月８日、この価格で工事の遂行

可能と判断いたしまして、仮契約を交わし、今議会に追加提案するものでございます。続いて

工事の方でございますが、２ページをご覧ください。施設概要の方にありますように、広田小

学校の体育館、昭和５０年３月に竣工しまして、約３５年を経過した施設でございます。床面

積８３０㎡、鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造１階建てにつきまして、３の工事概要にありま

すように、耐震補強工事等大規模改造工事を行うものでございます。工事の期間でございます

が、契約締結の翌日から平成２２年９月３０日までを予定しております。なお、アリーナ部分

につきましては、９月１日から使用可能とするため、部分引き渡しを受ける予定としておりま

す。以上でございます。ご審議のほどご議決賜りますようよろしくお願いいたします。 



○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５７号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５７号２１教育第２７号広田小学

校体育館耐震補強等整備工事請負契約の締結については可決されました。 

以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 

午前１１時５４分 散会 
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平成２２年第２回砥部町議会定例会議事日程 第２日 
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日程第１  承認第 １号 専決処分第１号の承認について（砥部町税条例の一部を改正する

条例について） 
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日程第１０ 議案第４５号 砥部町公共下水道条例の制定について 

 

日程第１１ 議案第４６号 砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の制定について 

日程第１２ 議案第４７号 砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

日程第１３ 議案第４８号 砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 

 

日程第１４ 議案第４９号 砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する 

条例の一部改正について 

日程第１５ 議案第５０号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正について 



日程第１６ 議案第５１号 砥部町陶芸作業場条例の一部改正について 

 

日程第１７ 議案第５２号 砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について 

 

日程第１８ 議案第５３号 平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

 

日程第１９ 議案第５４号 平成２２年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 
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・散  会 



平成２２年第２回砥部町議会定例会 

平成２２年６月１１日（金） 

午前９時３０分開会 

 

○議長（土居英昭） 西村議員より、欠席届が提出されておりますので、ご報告いたします。

現在の出席議員は１５人です。定足数に達していますので、本日の会議を開きます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 承認第１号 専決処分第１号の承認について 

（説明、質疑、承認） 

○議長（土居英昭） 日程第１承認第１号専決処分第１号の承認についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。日浦戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（日浦昭次） それでは承認第１号専決処分第１号の承認について、説明をさ

せていただきます。地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分をしたの

で、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるものです。平成２２年６月１１日提出、

砥部町長中村剛志。専決処分書の方をご覧ください。専決第１号は砥部町税条例の一部を改正

する条例についてでございます。平成２２年３月３１日付で地方税法等の一部を改正する法律

が公布されたことに伴い、砥部町税条例の一部を改正することについて、地方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分をしたものでございます。専決処分の日は、

平成２２年３月３１日でございます。内容につきましては、新旧対照表で説明をさせていただ

きます。新旧対照表、砥部町税条例の新旧対照表をご覧ください。第１９条でございますが、

２ページの上段まで、地方税法等の改正に伴う条文の整備をしたものでございます。下線部分

で色の濃い部分が改正部分でございまして、左側が現行、右側が改正案でございます。２ペー

ジ目をお願いいたします。２ページ中段の第３１条第３項は同じく条文の整備をしたものでご

ざいます。２ページの下段、第３６条の３の２は４ページの上段の第５項まで新設をしたもの

でございます。この新設の理由でございますが、こども手当の対象となる１５歳未満の年少控

除が廃止されたこと、高校無償化の対象となる１６歳から１８歳の特定扶養控除が一般扶養控

除に移行されたことに伴いまして、個人の町民税にかかる給与所得者の扶養親族の申告書の提

出について定めたものでございます。次のページ、４ページの中段でございますが、３６条の

３の３、これも第５項まで新設でございます。３６条の３の２と同じ理由によりまして、個人

の町民税にかかる公的年金等受給者の扶養親族申告書の提出等について定めたものでございま

す。続きまして、５ページ下段の４４条の第２項、次のページ４４条の第３項、これも条文の

整備でございます。６ページ下段の４４条の第４項は新設をしております。２項、３項の条文



整備と４項の新設によりまして、６５歳未満の公的年金等にかかる所得を有する給与所得者に

つきましては、特別徴収すべき給与所得にかかる税額に公的年金等にかかる所得割額を加算し

て一括して特別徴収できることとしたものでございます。ちなみに砥部町内の対象者は約２７

０人ございます。７ページ４５条、４８条、９ページの下段、５０条、１０から１１ページの

５４条、これらはいずれも条文の整備でございます。１２ページをご覧ください。第９５条は

たばこ税の増税でございます。たばこ税の税率は１千本につき４，６１８円とするとういもの

で、町のたばこ税は１本当たり１．３２円上がり、１本当たり４．６１８円となるものでござ

います。続きまして、附則第１５条を削りまして、第１５条の２を第１５条に繰り上げており

ます。附則第１６条の２は、旧三級品の製造たばこに関する税率の特例でございまして、１千

本につきまして２，１９０円とするもので、１本当たり０．６２６円増税となるものでござい

ます。これらのことによりまして、町たばこ税の影響額でございますが、平成２１年度は１億

２，１７８万円余りの税収がございましたが、同じ本数が売れた場合は、平成２２年度は１０

月からの改正でございますので、２，４００万、２３年度では４，８００万の増税が見込まれ

ます。ただ、たばこにつきましては昨今の健康事情というようなこともございまして、禁煙さ

れる方が増えておりますので、今の試算は同じ本数が売れた場合ということでございます。続

きまして、第１９条の３でございますが、削除されていた１９条の３を第１９条の３第１項、

第２項として新設をしております。この新設の理由でございますが、非課税口座内の少額上場

株式等の配当所得及び譲渡所得等の非課税措置が創設されたことにより、新設されたものでご

ざいます。次のページ２０条の４、これは条文の整備をしたものでございます。最後１７ペー

ジの２０条の方も条文の整備をしたものでございます。続いて専決処分書の方に戻っていただ

いたらと思います。専決処分書の５枚目、上から４枚めくっていただきまして、５枚目をご覧

ください。下段の方に附則があります。附則、施行期日第１条でございますが、この条例は、

平成２２年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日か

ら施行するということで、第１号から第５号までそれぞれ別の日を定めてございます。次のペ

ージちょっとご覧いただきたいんですが、第２号でたばこ税の規定等につきましては、平成２

２年１０月１日からと規定をされてございます。それで第５号でございますが、地方自治法の

一部を改正する法律でございますが、○○号と空欄になっております。これは本日６月１１日

現在も国会で審議中となっておるものでございます。以上で承認第１号についての説明を終わ

りますが、今回の改正はすべて地方税法等の改正に伴うものでございます。ご審議の上、ご承

認賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありませんか。 



［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

承認第１号の採決を行います。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。 

よって、承認第１号専決処分第１号の承認については、原案のとおり承認されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 承認第２号 専決処分第２号の承認について 

（説明、質疑、承認） 

○議長（土居英昭） 日程第２承認第２号専決処分第２号の承認についてを議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。日浦戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（日浦昭次） 承認第２号専決処分第２号の承認について説明をさせていただ

きます。地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分をしたので、同条第

３項の規定によりこれを報告し承認を求めるものです。平成２２年６月１１日提出、砥部町長

中村剛志。専決処分第２号をご覧ください。専決処分第２号は砥部町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例についてでございます。平成２２年３月３１日付で、地方税法等の一部を改

正する法律が公布されたことに伴い、砥部町国民健康保険税条例の一部を改正することについ

て、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分をしたものでござい

ます。専決処分の日は、平成２２年３月３１日でございます。内容につきましては、新旧対照

表で説明をさせていただきます。砥部町国民健康保険税条例新旧対照表をご覧ください。第２

条第２項、これは国民健康保険税のうち、医療分の課税額の上限を４７万円から５０万円に３

万円引き上げるものでございます。砥部町国保世帯数３，５６６世帯ございますが、３０世帯

が該当いたします。続きまして、第２条第３項は国民健康保険税のうち、後期高齢者支援金等

課税額の上限を１２万円から１３万円に１万円引き上げるものでございます。これも３，５６

６世帯中、５８世帯が該当をいたします。続きまして第２３条第１項でございますが、上限を

超えた部分を減額するという規定でございます。次のページをご覧ください。第２条第１項第

１号、これは７割軽減に、第２号は５割軽減に、第３号は２割軽減に関するものでございまし

て、地方税法及び地方税法の施行令の改正に伴いまして、条文の整備をしたもので、金額等に

変更はございません。続きまして、３ページの中段でございますが、２３条の２は新設されま

した。この理由でございますが、国民健康保険の被保険者が非自発的な理由、リストラとか会

社の倒産などによりまして離職した場合は、在職中の保険料負担と比較して過重とならないよ

う前年の給与所得を１００分の３０として保険税を算定するという特例を定めたものでござい



ます。続きまして、次のページをお願いいたします。４ページ２４条の２、これも新設をされ

まして、非自発的失業者が軽減を受ける場合の申告について定めたものでございます。続きま

して附則の４ページの６、附則の５ページの１７、最後のページの１８、これらはいずれも条

文の整備をしたものでございます。続きまして専決処分書に戻っていただきまして、最後の、

３枚目の最後の中段をご覧ください。附則でございますが、施行期日、第１条、この条例は、

平成２２年４月１日から施行する。ただし、附則第１７項及び１８項の改正規定については、

平成２２年６月１日から施行するものでございます。以上で承認第２号についての説明を終わ

りますが、今回の改正は専決第１号と同様、すべて地方税法等の改正に伴うものでございます。

ご審議の上ご承認賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。１２

番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） この非自発的失業者ですかね、この軽減措置がなされたということで

ございますが、予測されるというか、わかる範囲で結構ですので、どの程度でありますでしょ

うか。 

○議長（土居英昭） 日浦戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（日浦昭次） ただいまの井上議員さんのご質問にお答えいたします。非自発

的失業者の数でございますが、この条例、ご存じのとおり、先程説明させていただきましたと

おり、４月１日から施行しておりまして、５月末現在までで砥部町役場に申請があった数が、

５月末現在で３５人。６月９日までに６月に入ってから５人ということで、現在まで４０人の

方が非自発的な理由により失業したということで申請をされております。ただこの申請でござ

いますが、事業主については対象になりません。あくまでも従業員ということでございます。

それと所得が前年度の所得を１００分の３０としますが、これもあくまでも給与所得について

でございまして、その他の所得につきましては従来どおり全額を見るということでございます。 

○議長（土居英昭） 他にありませんか。質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

承認第２号の採決を行います。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、承認第２号専決処分第２号の承認につい

ては、原案のとおり承認されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



日程第３ 報告第２号 砥部町土地開発公社平成２２年度事業計画及び予算並びに平成２１

年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（土居英昭） 日程第３報告第２号砥部町土地開発公社平成２２年度事業計画及び予算

並びに平成２１年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件について、報告を

求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 報告第２号砥部町土地開発公社平成２２年度事業計画及び予算

に関する書類並びに平成２１年度決算に関する書類の提出について。地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により、砥部町土地開発公社平成２２年度事業計画及び予算に関する書類並び

に平成２１年度決算に関する書類を別冊のように提出いたします。平成２２年６月１１日提出、

砥部町長中村剛志。２１年度決算の方からご説明させていただきます。土地開発公社の平成２

１年度収支決算は、５月２０日に公社理事会を開催し、審議させていただきました。土地開発

公社は現在土地を所有しておりません。土地の先行取得など事業も行っておりません。従いま

して、借り入れもございませんので、平成２１年度決算については歳出がございません。預金

利息などの収入があるところでございます。収入については３万６，２３３円が収入となって

おります。そういうことで、財産の状況をご説明させていただいたらと思います。１３ページ

をお願いいたします。財産目録でございますが、３月末現在の状況でございます。流動資産と

して普通預金１１４万５，３９３円。定期預金が１千万円。固定資産として出資証券が１万円。

計１，１１５万５，３９３円ございます。負債の部はございませんので、差し引き、純資産が

１，１１５万５，３９３円となってございます。貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロ

ー計算書、事業報告については説明を省略させていただきます。１８ページに決算意見書、２

１ページ以降の附属明細書に資産の内容を記載しておりますので、それらと合わせて後ほどご

覧ください。続きまして、平成２２年度の予算、事業計画についてでございますが、１ページ

の方をお願いいたします。予算につきましては、３月１２日に公社理事会を開催し、審議して

いただきました。２２年度も公社での公有地取得、土地造成などの事業計画はございません。

第２条にありますように、収入支出予算の総額は収入支出それぞれ６１７万８千円と定めてご

ざいます。予算の内容ですが、３ページをご覧ください。収入につきましては、１款１項繰越

金が６１５万５千円。事業外収入として受取利息２万２千円。雑収入１千円。計６１７万８千

円でございます。これに対する支出でございますが、１款１項一般管理費として事務費でござ

いますが、４万円を予定しております。あと予備費の方に６１３万８千円を計上いたしまして、

合計６１７万８千円となるものでございます。８ページ以降には予算に関する説明書類、それ

から２２年度の予定貸借対照表を載せてございます。１０ページに２１年度予算、予定損益計

算書を添付しておりますので、お目通しのほどよろしくお願いいたします。以上で報告第２号



砥部町土地開発公社平成２２年度事業計画及び予算並びに平成２１年度決算に関する報告とさ

せていただきます。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。以上で報告第２号を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 報告第３号 株式会社グリーンキーパー平成２２年度事業計画及び予算並びに平

成２１年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（土居英昭） 日程第４報告第３号株式会社グリーンキーパー平成２２年度事業計画及

び予算並びに平成２１年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件について、

報告を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） それでは報告第３号についてご説明をいたします。株式会社グ

リーンキーパー平成２２年度事業計画及び予算並びに平成２１年度決算に関する書類の提出に

ついて。地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりまして、株式会社グリーンキーパー平

成２２年度事業計画及び予算に関する書類並びに平成２１年度決算に関する書類を別冊のよう

に提出いたします。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。まず始めに、２１年度の

決算からご説明を申し上げます。５ページをお願いします。５ページ決算報告書でございます。

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まででございます。６ページをお願いいたしま

す。貸借対照表、資産の部。右の決算額を見ていただけたらと思います。Ⅰ流動資産１億４５

５万７，６１４円。内訳といたしまして、現金・預金、売掛金、たな卸資産、未収入金となっ

ております。この未収入金につきましては、町からの人材育成助成金１千万円が含まれており

ます。Ⅱ固定資産でございますが、有形固定資産１１５万８５０円と、無形固定資産７万４，

９８４円の合計１２２万５，８３４円でございます。資産の部合計１億５７８万３，４４８円

でございます。次に７ページをお願いいたします。負債の部でございますが、右の決算額を見

ていただけたらと思います。Ⅰ流動負債でございますが、８８４万２，３０６円。内訳といた

しまして、未払金、未払法人税等、未払消費税等、預り金でございます。預り金につきまして

は、職員の所得税の預り金でございます。負債の合計８８４万２，３０６円でございます。次

に、資産の部でございます。１の資本金１億１００万円と３の利益剰余金マイナスの４０５万

８，８５８円を足しますと、株主資本９，６９４万１，１４２円となっております。以上純資

産の部合計９，６９４万１，１４２円。負債純資産の部合計１億５７８万３，４４８円となっ

ております。次に８ページをお願いいたします。損益計算書でございます。Ⅰ売上高３，９０



２万２，６４７円。内訳といたしまして林業収入と運送収入の合計でございます。Ⅱの売上原

価はございませんので、売上総利益につきましては、３，９０２万２，６４７円となります。

Ⅲ販売費及び一般管理費５，４６５万４，８６２円にかかりました。詳細につきましては、９

ページの方に詳細を入れております。以上売上高から販売費及び一般管理費を引きますと、営

業損失１，５６３万２，２１５円となっております。また、営業外収益１８万９０８円があり

ますので、計上損失は１，５４５万１，３０７円ということになりました。Ⅵ特別利益、補助

金収入でございますが、１，８０３万６，３８０円。内訳といたしまして、主なものは砥部町

からの人材育成費補助金１千万円と、林野庁の緑の雇用担い手対策事業を実施した補助金７７

１万８，１００円を組んでおります。以上税引前当期純利益２５８万５，０７３円から法人税、

住民税及び事業税１４９万７，５００を引きますと、当期純利益は１０８万７，５７３円でご

ざいます。なお、４ページに平成２１年度の事業報告書を記載しております。それでは１ペー

ジに戻っていただきまして、平成２２年度の事業計画をご説明申し上げます。経営方針でござ

いますが、木材価格の低迷など林業関係の経営は厳しく、健全な経営整備が求められている。

株式会社グリーンキーパーは保育、造林及び素材生産事業を中心に事業の合理化を図り、低コ

スト作業及び社員の意欲向上に努めます。また、免許・資格の習得にも努め、効率的な施業に

必要な技術を身につけます。担い手育成にも力を入れ、森の達人が一人でも多く砥部町に生ま

れ、地元の森林保全に役立てるように努めてまいります。林業を取り巻く環境は厳しい状況で

ありますが、今後も国等の補助事業を取り入れ、郷土の豊かな自然を守り、将来安心して子供

を育てられる会社を目標に、社員一同がんばってまいりますので、株主各位の一層のご理解と

ご支援並びにご指導賜りますようにお願い申し上げます。２ページをお願いいたします。平成

２２年度事業計画でございますが。Ⅰ売上高４，４２５万、１３．４％増。Ⅱ販売費及び一般

管理費５，６７５万円、３．８％増。Ⅲ営業外収益１８万円、０．５％減。Ⅳ特別収益１，３

００万円、２７．９％減としております。なお、町からの人材育成補助金は、平成２２年度は

計画段階では８００万円で計画しております。以上当期純利益は３４万円としております。以

上報告とさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。８番、

栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 今課長の方から報告がありました。２１年度は、最大の目標である赤字

を出さないということは達成できたということは、１００いくらかのプラスを生んでおります

けど、しかしこれは、町からの１千万を入れて１０８万７千円のプラスになっとんでしょ。と

いうことは、約９００万はまだ、町からもらわなんだ９００万は赤字と、というのが現実です

ね。前回もちょっと言うたと思うんですけど、この２１年度でですね、いわゆる仕事に地元を、

広田を何十％、町外を何十％いうんが集計できとったら、教えてもらいたいのと、やはりあの



昨日も一般質問で、２人の、大平さんと西岡さんが、２人がちょっと山のことも言っておりま

したが、非常にあの、これ広田だけじゃなしに、万年の上辺も非常に痛んどんですよね、木が、

雪で。やはりこれ営業努力をして、町がそういう個人の山を補佐するということは、これ、昨

日も町長が言っておりましたようにできないと。やはりこれ水資源、海洋資源のためにもです

ね、やっぱり整備をせないかんとなると、やっぱりその社員も、営業もしてもらってですね、

そういうものにも手がけていただいてできるだけ町が補助しよんだから、よそへ出張して仕事

をせずにですね、やっぱり町内の山をきれいにすると、いうふうに私は努めていただいたらと

思います。今言いよったように、去年１年間で町内町外の仕事の割合を、今わかれば教えてく

ださい。 

○議長（土居英昭） 萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 栗林議員さんのご質問でございますが、３月の定例議会の委員

会でもご質問がありまして、おおむね６０％が町外、４０％が町内になっております。ただし、

これにつきましては、林家が森林組合に事業を申し込んで、森林組合がグリーンキーパーに発

注という形でございますので、その量が少なくなれば、当然グリーンキーパーも経営をしてい

かなければなりませんので、外に仕事を求めたということでございますので、ご理解を頂けた

らと思います。 

○議長（土居英昭） ８番、栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 今６０％が町外、４０％が町内と説明がありましたが、前回確かに砥部

町のグリーンキーパーは高いと、小田の方が安いということを私ちらっとどっかでお聞きした

と思うんですよ、私が。高いから地元が使ってくれんので、安いところの小田を来てもらうと

か、そういう実態は課長の方で把握しとるんか、把握してないのかちょっと教えてください。 

○議長（土居英昭） 萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 今のお話で、栗林議員さんのお話でございますけれども、あく

までも法人格である森林組合とグリーンキーパーですね、ここで発注側と請負側の話でござい

ます。ただグリーンキーパーの存在につきましては、旧広田村が地域の森林のために作った町

が出資した会社でございますけれども、経営につきましては当然その中で森林組合が高いお金

でグリーンキーパーに発注することができないよと、グリーンキーパーはこれでしか受けられ

ないと言うた場合は、契約ができない、請負ができないと、いうような状態で今民間企業の作

業班についても、安い低賃金で動いておる業者さんはおります。その場合については、森林組

合もそういう作業班の方に契約を持っていったり、町のグリーンキーパーにつきましても、町

外に仕事を持っていったりと、昔旧広田村では森林組合の事業はすべてグリーンキーパーが請

け負っていたという時代では今ございませんので、そういう時代でございますので、今そうい

う各それぞれの会社が経営改善のためにいろんな形で方向、ただ最終的にはグリーンキーパー



につきましてはやはり広田エリアの森林を守る組織であるということは、間違いございません

けど、経営がまずその前にできるかどうか、これもやっぱり含めて考えいかなければならない

ということでございますので、ご理解をしていただけたらと思います。 

○議長（土居英昭） ８番、栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 課長の回答ありがとうございました。しかし、私はやっぱり公金をです

ね、１千万つぎこんどるんですから、そりゃ雇用は大事ですよ。今現在の社員、雇用するため

に１千万の補助金出しとるんですから、これはもう大事なんですけど、私はそのお金を出しと

るだけにできる限り地元の仕事をしていただきたいと言っておりますので、ひとつそこら辺も、

ひとつように吟味して、これからそういうふうに努めていただきたいと思います。以上。 

○議長（土居英昭） 他に質疑はございませんか。１２番、井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） １点だけ。今栗林議員からいろいろご意見ご質問がございましたが、

中期的に見てどんな感じですかねこのグリーンキーパーの扱いについて。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副町長（佐川秀紀） ただ今の井上議員さんのご質問にお答えいたします。グリーキーパー

につきましては、いろいろなご意見ございますし、将来に向かってどうかという問題がござい

ますが、現在の時点ではやはり従業員を抱えておりますので、経営努力をしていきながら、存

続をさせたい、それはあの地域の皆様方にも災害等で、あそこで８人ほどの雇用がございます

が、いざ災害という時には、今土木事業あたりも減っておりまして、あの８人の方の労力とい

うのは地域に貢献しとる部分も大きいというふうなこともございますので、このグリーンキー

パーを将来どういうふうな形で持っていくかということにつきましては、また皆様方とも十分

協議をして進めていかないかんということでございまして、現在のところは、先程もありまし

たけれども、基本的には地元の仕事をやるということが基本ではございますけれども、森林組

合あたりも現在仕事が減っております。また地元にも企業がございます。先程の請負の中では

地域の皆様とグリーンキーパーの事業とはまったく同じ形で受注をさせていただきたいという

ことでしておりますので、事業の企業の存続のためには町外へ働きに行くこともやむを得ない、

また直接請け負い、今ほとんどが下受けでございますけれども、今年度からは他の組合さんと

も共同企業体を組みまして、元請けに入っておる。元請けに入りますと、かなり利益率もいい

というふうなことで、いろんな角度で経営努力をしておりますけれども、このグリーンキーパ

ーの存続につきましては、やはり地域も欲しがっておりますし、それだけの値打もあるという

ふうなことで、今すぐこれをというところはございませんので、まだ少し今の現状でやってい

きたいというふうに思っておりますのでご理解ください。 

○議長（土居英昭） 他にございませんか。５番、西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） ちょっと勉強不足かもしれないんですけど、何で森林組合から下請けで



グリーンキーパーは仕事をしなくてはいけないかというのをちょっと、お聞きしたいんですが。 

○議長（土居英昭） 萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 西岡議員さんのご質問にお答えをします。砥部町の森林組合は

作業班、つまり間伐したり枝打ちする作業班を持っておりませんので、外に発注する以外にな

いということがございます。 

○議長（土居英昭） ５番、西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） それは条例か何かで決まってどうしても変えられないことなんですか。 

○議長（土居英昭） 萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 森林組合につきましては、別人格でございますので、ここで作

業班を持つかどうかというのは、その森林組合の役員会、理事会等で決定されて組織が作られ

るものだと認識しております。砥部町の条例で森林組合は作られた組織ではございません。 

○議長（土居英昭） ５番、西岡利昌君。 

○５番（西岡利昌） 将来を見据えつつグリーンキーパーが請け負うというようなことは考え

られておりませんか。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副長町（佐川秀紀） ただ今のご質問にお答えをいたします。今国県あたりで林業、緑の雇

用の関係でかなりの事業ございまして、私どもも、直接請け負いもできます。森林組合が今ま

で事業主体としてグリーンキーパーが下請けと言いますか、すべてをさせていただいておりま

したけれども、現在のところ、森林組合様を差し置いてグリーンキーパーが直接請け負いをす

るというふうなことにつきましては、将来に向かいましても、森林組合様の経営の関係もござ

いますので、今のところ考えは持っておりませんけれども、やることはできます。以上でござ

います。 

○議長（土居英昭） 他にありませんか。質疑を終わります。以上で報告第３号を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 報告第４号 有限会社砥部町産業開発公社平成２２年度事業計画及び予算 

並びに平成２１年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（土居英昭） 日程第５報告第４号有限会社砥部町産業開発公社平成２２年度事業計画

及び予算並びに平成２１年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件について、

報告を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 報告第４号につきましてご説明をいたします。有限会社砥部町

産業開発公社平成２２年度事業計画及び予算並びに平成２１年度決算に関する書類の提出につ



いて。地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりまして、有限会社砥部町産業開発公社平

成２２年度計画及び予算に関する書類並びに平成２１年度決算に関する書類を別冊のように提

出する。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。まず始めに２１年度の決算からご説

明を申し上げます。５ページをお願いいたします。決算報告書。平成２１年４月１日から平成

２２年３月３１日まで。６ページをお願いいたします。貸借対照表、資産の部でございます。

右の決算額を見ていただけたらと思います。Ⅰ流動資産４３０万５，０８９円。内訳といたし

まして、現金・預金、未収入金、立替金でございます。Ⅱ固定資産９８万４，８９６円でござ

います。内訳といたしまして、有形固定資産８３万２，４３６円。無形固定資産１４万５，６

００円。投資その他の資産６，８６０円でございます。Ⅰの流動資産とⅡの固定資産を足しま

して、資産の部合計５２８万９，９８５円でございます。７ページをお願いいたします。負債

の部でございます。Ⅰ流動負債でございますが、１６５万１，３９８円。内訳といたしまして、

未払金、未払費用、未払法人税等、未払消費税等、預り金でございます。Ⅱ固定負債２４７万

７，８７０円。長期借入金と退職給付引当金でございます。以上、Ⅰの流動負債とⅡの固定負

債を足しまして、負債の部合計４１２万９，２６８円でございます。次に純資産の部、１資本

金５３３万円と３の利益剰余金マイナス４１６万９，２８３円を合計しまして、株主資本１１

６万７１７円となります。純資産の部１１６万７１７円。負債純資産の部合計５２８万９，９

８５円となっております。次に８ページをお願いいたします。損益計算書でございますが、Ⅰ

売上高１，４９８万１，１８８円。内訳といたしまして、管理受託料５１９万９千円。売店手

数料９２４万２，１８８円。賃借料収入５４万円でございます。Ⅱ売上原価はございませんの

で、売上総利益は１，４９８万１，１８８円となります。Ⅲ販売費及び一般管理費１，７４８

万６，６８５円かかりました。詳細は９ページの方に表示をしております。売上総利益から販

売費及び一般管理費を引きますと、営業利益はマイナスの２５０万５，４９７円となっており

ます。営業外収益が８８万５５１円ありますので、経常利益はマイナスの１６２万４，９４６

円ということになりました。以上、税引前当期純利益マイナスの１６２万４，９４６円から法

人税、住民税及び事業税８万１千円を引きますと、当期純利益はマイナスの１７０万５，９４

６円でございます。なお、４ページに平成２１年度の事業報告を載せております。それでは１

ページに戻っていただきまして、平成２２年度事業計画についてご説明をいたします。１社員

総会及び役員会の開催、２自主運営事業といたしましては、（１）～（７）でございます。３受

託事業といたしまして、峡の館の指定管理でございますが、①顧客サービス方針といたしまし

て、お客様に対しては大きな声と笑顔での対応を心掛け、常連のお客様になっていただけるよ

うにする。また、峡の館の出荷者協議会と連絡を密にし、多くの品揃えを心掛ける。②販売及

び収益に関する方針といたしまして、販売目標を５％アップの６，５００万とし、委託販売手

数料は１２％とする。店頭を有効活用し、お客様が入りやすいような店づくりをし、買い物を



楽しんでいただき、収益を上げていくように努力する。遊具施設等を宣伝、有効活用し、若い

客層にも来ていただけるように努力する。③経費縮減を徹底する。④人員配置。正社員１名、

パート４名を効率的に配置する。⑤施設管理に関する方針。施設の簡単な修繕修理、清掃、庭

木の管理などは社員で行う。営業日は全日営業。ただし１２月３１日から１月３日は休館とす

る。神の森公園及び長曽池公園の公園管理業務。３ページをお願いいたします。次に、平成２

２年度収支予算でございますが、収入の部、売店販売手数料９５０万円。賃貸料５４万円。月

４万５千円、陶芸舎の賃貸料でございます。指定管理受託料３９６万円。月３３万円でござい

ます。公園管理受託料１２４万円。神の森公園、長曽根池公園関係でございます。雑収入１０

０万円。主なものは自動販売機による収入等でございます。合計１，６２４万円でございます。

支出の部につきましては、表のとおり人件費等が多くの費用を占めております。合計１，６２

４万円としております。以上報告とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。１３

番、中村茂君。 

○１３番（中村茂） 中村です。今のご説明をお聞きしまして、２２年度の事業計画といたし

まして、顧客サービスの方針ということで、お客様に対して大きな声と笑顔で対応を心掛ける

というところがあります。確かにこれは必要なことだと思いますけれども、私も３回ほど、前

に行きました。店長と従業員女性２人が話をしておりました。私が行ったのにも全然見向きも

しないですね。それで会計を済まして、支払いを済ませて帰ったんですが、ありがとうござい

ましたの一言もなかったですね。本当にやっぱりそこら辺りの接客サービスが不徹底されてる

んじゃないかと、そのように、気分悪く帰ったのが実情でございまして、今後やはり緊張感を

持ってですね、本当にお客さんに対する真心のサービスをしないと二度と行かないという、そ

ういう気持ちになってお客さん怒って帰る、こういうのは実情と思いますので、やっぱそこら

辺りの指導徹底はしないと段々とお客離れがしていくんじゃないかと思いますんで、このこと

を指摘しておきたいと思います。以上です。一言、答弁お願いします。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副町長（佐川秀紀） ただ今の中村議員さんのご質問にお答えいたします。そのことにつき

ましては、議長の方へ伝わりまして、議長の方から私の方へお話がございまして、さっそく行

って、個人指導はしておりますけれども、全体的におっしゃられるようなところが多いという

ふうなことで、改善をしていかないといかんと思っておりますので、私といたしましては、今

後とも気を付けて接客態度を良くしていきたいというふうに思っております。 

○議長（土居英昭） ８番、栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 言いたくないんですけどね、２２年度の事業計画に経費を縮減と、電灯

をこまめに消灯し、なんて書いておりますけど、その下にまた人員配置で正職員が１名、パー



トが４名と、これを効率的に配置するというふうに明記しておりますが、今この５名の中には、

男性が２人おるんですよね、２名。ちょっと待って下さいよ。たぶん２名おると思うんですが

ね。私去年の秋ですか、イベントの時に行った時に、小さい子供にさす輪投げがあったんです

よ。輪投げ。短いところへ、子供にこやってやらすやつよ。あれに大の男２人がついてですね、

やりよる。この峡の館に男性が２人本当に必要なのか、男性１人で、あとはパートの女性で私

はいいんじゃないかと思うんですよ。それをすると、１７０万か８０万の赤字も生んどったけ

ど、そこら辺も解消するんじゃなかろうかと私は思うんですけどね。そこら辺をちょっと、ど

ういうふうに考えておるか、説明して。課長やなしに、社長に。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副町長（佐川秀紀） ただ今のご質問にお答えをいたします。あの正職員という形は男性１

名、パートも含めまして男性２名、１人は店長ということでございます。まあ、たまたま２人

がかかっとったというふうなことでございますけれども、先程の損益計算書の報告にもござい

ましたけれども、昨年につきましては、販売手数料については上がっておる、ただまあ１名増

というふうなことで、人件費が収入においついてないというふうなことでございますので、そ

の収入増につきましては、やはり何らかの努力の結果だというふうに私も見ておりますので、

その辺りの分析、今後の問題についてはもう少し時間がいるというふうに私自身判断しており

ますので、ご理解をいただきたいというふうに思っております。 

○議長（土居英昭） ８番、栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 今社長は収益を上げるように努力をすると言われてましたけど、私はち

ょっとですね、あまり車もこの沿線と違ってですね、通行も少ないところでそう収益も私はあ

んまり望めることはできんと思うんですよ。あの施設に実際に大の男が２人いるのか、そこら

へんちょっと私は、ちょっと見よって、私しょっちゅう行くんですけどね、見よってちょっと

疑問に感じるんですよ。できれば私は、男１人、あとはパートの女性を使うとしたんで、十分

あの施設は賄えるんじゃなかろうかと思うんですが、再度もう一回社長。すみません。 

○議長（土居英昭） 中村町長。 

○町長（中村剛志） ただ今の栗林議員さんのご質問ですが、採用いたしました時の社長でご

ざいますので、ご答弁をさせていただきます。まず皆さんに知っていただきたいのは、グリー

ンキーパーにいたしましても、産業開発公社にしても、事業として成り立たすというのは専門

でやっていってもこれは大変な仕事なんです。必ず店が黒字になるんであれば、誰でもやるわ

けなんですけど、その点をまずご理解をいただきたいと思います。例えば、グリーンキーパー

にしても、広田の事業をやってただけでは赤字はどんどん増えるというのがもう基本的なこと

でございます。そして今度の道の駅の産業開発公社にいたしましても、これを打開するのにど

うしたらいいかということで、今の２名の男性の問題に入りますけど、これは専門的な農協の



Ａコープをやって、店舗展開をやっていた経験者をパートで雇おうということで、少し給料は

余分に出します。しかし、それで改善をしてみようということで、入れさせていただきました。

しかし、前の１名というのは、正社員で、研修の宿から回ってきた人間でございます。全然こ

ういう仕事には携わったことのない人間でございます。そういうことで、専門的な分野から、

これを改善できないかということで、今雇っております。一年一年の契約でございますので、

今後どのようにしていくかということについては、１年毎に考えていきたいというふうに思い

ます。そして、先程社長から答弁がありましたように、女性１名がグリーンキーパーの方欠員

が出ましたので、そちらへ行って人員を１名減らしております。いずれにいたしましても経営

というのは私も長い間やってきましたが、毎年毎年黒字が出るとか、そういうことは非常に難

しい仕事でございますので、まず一つは町全体のものとしての考え方、それも含めてご理解を

いただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（土居英昭） １番佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） この事業計画はどなたが作ったのか、特に例えば顧客サービス方針だ

とか、販売及び収益に関する方針等々ですね、これ現場が主導なのか、それとも例えば課長の

ところでそういう指示をしているのかとかですね、社長からトップ方式で出ておるのか、その

辺を一つお聞きしたいということと、それからやはりここは、そうはいっても野菜の販売が中

心になろうかと思うんですが、その点ではですね、ここにある出荷者自身が出荷された商品に

ついての中に、出荷者協議会規約というふうに言葉があるんですが、この中で例えばそういう

こう商品の取り扱いについての事柄がきっちりと明記されてて、その通りに実際に運営されて

いるのかどうかあたりも、お聞きしたいなと思うんですね。私も時々お邪魔するんですが、本

当に、野菜を売ってる所にしては、はっきり言って商品が少ないし、日によってはしなびた野

菜が店のそばに、真正面ぐらいなんですが、少し横に置いてあるんですけど、もう見た途端に

ですね、ここの商品はこれ駄目だというふうなね、そんな感じになるようなことにも遭遇した

こともあります。そのへんでですね、やっぱり現場のところで実際にそのどうやって利用者に

喜んでもらえる、また出荷する人たちが本当にここへ出してよかったなぁというようなね、気

になってもらえるのか、その辺がやっぱり重要なことになってくるんじゃないかと思いますの

で、以上のようなことをお聞きしたいと思います。 

○議長（土居英昭） 萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 佐々木議員さんのご質問にお答えをいたします。まずこの２２

年度計画等でございますが、これにつきましては産業開発公社という当然株主の役員会もござ

いまして、そちらの事務局の方で計画書を作っていただいております。２点目につきましては、

出荷分については、峡の館出荷者協議会というのがございまして、それの出荷していただける

方とそれを売る方、その中で協議会で打ち合わせして、当然劣化したものなどの取り扱いはど



うするかというようものも打ち合わせをしてるとお聞きしております。以上回答とさせていた

だきます。 

○議長（土居英昭） １番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 昨年、委員会の中では私言ったと思うんですが、委員会で研修に行っ

て、他の道の駅を見学してきたんですけど、その時にちょうど店頭でアンケートを取ってて、

アンケートに答えるとなすびを２本サービスでいただいたりもしたんですけども、やっぱり利

用者の声をそれなりにつかもうというふうな努力がやっぱり店の方の、お店といいますか道の

駅の方の姿勢として、よく感じられたんですね。で、その話をして、委員会の中でもそういう

こうアンケートなり含めて利用者の声を聞くようなことはやっぱりぜひともやって下さいとい

うふうに、確か私言ったと思うんですが、その辺でですね、そういうこう、利用者の声なんか

を具体的にその後どう使われたのか、これは社長にお聞きしたいと思います。 

○議長（土居英昭） 佐川副町長。 

○副町長（佐川秀紀） ただ今のご質問にお答えします。今のアンケートの結果の反映という

ことにつきましては、それを私もそのアンケートの内容、申し訳ございません詳しく把握して

おりませんのであれですが、先程のご質問の中で、出荷者協議会の問題とか、野菜の品物不足

とかいうふうな問題がございましたけれども、皆さま方ご存じのように峡の館につきましては、

私どもが仕入れて物を売っておるというふうなことでございませんので、出荷者協議会があそ

こへ出していただいて、売上の何％の手数料をいただいておるというふうなことで、品物が悪

い、しなびておる、いろんな問題が、ご指摘がございまして、そういったことではいけないと

いうふうなことで、出荷者協議会を立ち上げて、皆さんにおはかりしたところ、皆さんはその

通りであるというふうなご意見ですけれども、そういったことにつきましては、地域の皆様方

がめんどくさい、そういったことが厳しい、いろんなご意見の中で品物が出てこない、という

ふうなことで、私どもといたしましては、地域の皆様方が使っていただける峡の館でございま

すので、いろんな方が野菜を出していただいて、そこで儲けていただくということが基本でご

ざいますが、その辺りの結局まあ峡の館の販売側と出荷者側との、どう言いますか、基本的な

ことお互いわかっておるんですけれども、ご理解いただけてない部分があるというふうなこと

でございますので、そのことを含めまして、消費者がどういうことを望んでおるか、当然これ

はアンケート等で把握していかないかんと思いますけれども、なかなか厳しい問題で、この売

り場につきましては、いたるところで直売店ができておりますけれども、私も何箇所か行かせ

ていただきましたけれども、なかなか峡の館とは基本的に違っておるなというふうに思ってお

りますので、これを周辺の者等も同じような形でというのはなかなか厳しいものがありますけ

れども、そうはいっても砥部町合併以来広田地域の宣伝というふうなことで、私どもはお客さ

んはかなり地域へ来ていただいておるというふうに自負をしておりますので、今後皆様方もお



知恵ございましたら、お知恵を足させていただきまして、よりよい運営をしていきたいという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（土居英昭） 他にありませんか。質疑を終わります。以上で報告第４号を終わります。 

 ここでしばらく休憩をいたします。再開を１０時５０分にします。 

 

休憩 午前１０時３６分 

再開 午前１０時５０分 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 報告第５号 国民保護計画変更の報告について 

（説明、質疑） 

○議長（土居英昭） 再開します。日程第６報告第５号国民保護計画変更の報告についてを議

題とします。本件について、報告を求めます。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 報告第５号砥部町国民保護計画変更の報告について。砥部町国民保

護計画を変更したので、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律第３５

条第８項において準用する同条第６項の規定により報告する。平成２２年６月１１日提出、砥

部町長中村剛志。これの計画につきましては、平成１８年度に作成したものでございます。１

９年６月議会で報告をしたものの今回変更でございます。変更いたします過程でございますが、

２２年３月２日に国民保護協議会を開催し、変更内容が承認されました。その後、県と協議を

し、３月１６日付で協議が整いましたので、本議会において報告するものでございます。変更

内容につきましては、新旧対照表をご覧いただいたらと思います。ほとんどが名称等の変更と

か組織の変更による改正でございます。１ページでございますが、まず最初８ページのところ

にあります日本郵政公社を郵便事業株式会社に変更しております。２３ページ、２４ページ、

これにつきましては町の組織改正によるものでございまして、１６課１局１支所体制から８課

２局１支所体制に変更したものでございます。この変更につきましては、２１年1月1日に変

更がなされたものでございます。２５ページにつきましては、対策本部長の代替職員の順でご

ざいますが、助役が副町長、収入役がなくなりまして教育長、第３位が総務課長というふうに

変わっております。２７ページ手続き項目一覧の中から担当部局で、民生こども課が保険健康

課、健康づくり課が介護福祉課に変更になっております。３５ページ、消防の組合の組織の改

編がございまして、１９年４月１日にあったわけなんですが、それまで消防署砥部広田出張所

と申しておりましたのが、砥部消防署広田出張所に変わったわけでございます。続きまして４

０ページがこれも同じような内容でございますが、水道課が生活環境課、農林課が産業建設課、

消防につきましては先程と同じ変更でございます。続きまして４４ページ、緊急事態連絡等の



構成でございますが、助役が副町長、収入役なくなりまして、消防の砥部出張所長が砥部消防

署長というふうに変更になっております。４８ページにつきましては、今と同じように助役、

収入役、教育長というのが、副長町、教育長。あと１支部１２班体制が１０班体制に変わった

ということでございます。２ページを見ていただいたらと思います。４９から５２ページにつ

きましても、同じ内容でございます。７２ページにつきましては、安否情報収集整備の流れ、

提供の流れでございますが、今まではメールとＦＡＸだけでございましたが、消防庁による安

否情報システム運用開始になったということで、それが流れの中に組み込まれております。最

後に７３ページ、県に対する報告につきましても、そのシステムを運用するという内容でござ

います。以上で報告を終わらせていただきます。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。以上で報告第５号を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 報告第６号 平成２１年度砥部町繰越明許費繰越計算書の報告について 

（説明、質疑） 

○議長（土居英昭） 日程第７報告第６号平成２１年度砥部町繰越明許費繰越計算書の報告に

ついてを議題とします。本件について、報告を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 報告第６号平成２１年度砥部町繰越計算書を別紙のとおり調製

したので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告する。平成２２年６月１１日

提出、砥部町長中村剛志。自治体の予算は単年度を原則に組んでおりますが、その年度中に完

成できない事業がある場合は、繰越明許費として予算書に計上し、議決をいただいております。

繰越明許費を設定した場合は、翌年度に繰越計算書を調整し、この６月議会で報告いたします。

平成２０、２１年度と国の経済対策による補正予算に対応いたしまして、町でも緊急に事業を

補正計上しております。このため、繰り越し事業が多くなっております。特に２１年度は一般

会計で２０件を超える繰り越しと、多くなっております。また公共下水道特別会計の繰越明許

費がございます。内容についてご説明させていただきます。１枚めくっていただきまして、計

算書の方をご覧ください。公共下水道の方からご説明させていただきます。繰越計算書の２ペ

ージをお願いいたします。２ページの方でございますが、公共下水道特別会計１款１項公共下

水道事業費でございます。公共下水道は平成１７年度の当初の着手が遅れたことによりまして、

毎年繰越を出すという結果となっております。平成２１年度も浄化センター建設工事委託分と、

管渠の敷設工事、またこれらに付随する設計等の関係で合わせて３億７，６５５万３千円の繰

越明許費を設定し、翌年度繰越額として３億７，１８０万１千円を繰越してございます。その

財源内訳でございますが、既収入特定財源、これは一般会計からの繰り入れ分でございますが、



１，２１０万２千円。あと国・県支出金と地方債でございます。続きまして、一般会計の方ご

説明させていただきます。１ページの方にお戻りください。全体の詳細については引き続き説

明させていただくこととしまして、財源の方だけご確認をお願いいたします。申し訳ございま

せんが、もう一度２ページの方をお願いいたします。一般会計の合計のところでございますが、

繰越明許費の合計額４億７，７４７万４千円。これに対しまして、翌年度に繰越した、２２年

度に繰越した額は４億７，５４１万９，０４５円となってございます。その内訳につきまして

は、既収入特定財源はございませんので、国・県支出金が３億１，５０１万９千円。地方債、

これは合併特例債と過疎債でございますが２，６７０万円。一般財源が１億３，３７０万４５

円でございます。それではこの事業内容について若干、繰越事業について若干説明を加えさせ

ていただきます。お手元の方に追加資料として平成２１年度繰越計算書説明資料一般会計と書

いたものをお配りいたしました。Ａ４１枚版のものでございますが、これをご覧いただいたら

と思います。よろしいでしょうか。まず２款１項ブロードバンドの整備事業ですが、９月に計

上しておるわけでございますが、補助単独にありますように経済危機対策臨時交付金と地域情

報通信基盤整備推進交付金を充てております。この交付金の関係で補助金交付決定が遅れた、

そういうふうな関係で繰り越しになってございます。それから、下のところの坂村真民記念館

の設計費につきましては、一般質問等にございましたように、場所等の決定の遅れによるもの

でございます。それから、３款１項の介護基盤緊急整備等事業でございますけれども、これは

砥部オレンジ荘が開設する小規模多機能型居宅介護事業所への補助金でございまして、県の介

護基盤の緊急等臨時特例補助金の交付決定が遅くなりまして、事業がずれ込んでおります。続

きまして、２項の宮内小学校児童クラブ施設施設整備工事でございますけれども、建築確認等

の手続、これに不測の日数を要しております。そういう関係で繰り越しに入りました。続いて

放課後児童クラブ地上デジタル対応事業と、保育所地上デジタル対応事業は、エコポイントな

どがございまして、テレビの買い替えが集中したと。特にプラズマ方式のテレビの品薄という

ことで、調達が遅れたということでございます。一つ飛ばしまして、６款２項林道神の森小猿

線舗装事業でございますが、これも美しい森林づくり基盤整備交付金、この交付金の交付決定

遅れによりまして、事業に入るのが遅れたということでございます。７款１項陶祖ヶ丘の陶板

柵につきましては、一般質問にございまして、町長が答えたとおりでございます。８款２項の

町道高尾田宮内線道路改良事業、これにつきましては物件の補償関係でございまして、補償と

いうことで、相手方もございますことですので、ご理解いただいたらと思います。少し飛ばし

まして、１０款１項小学校のトイレ改修事業、これについても緊急に事業を計上したというこ

とで、設計等の方針決定がややずれこみまして、それに伴って設計が後にずれ込んでいった関

係で、繰り越す結果となっております。また工事の入札では低入札に入りまして、審査等行っ

た関係で、全体的に遅れております。それから、その一つ飛ばしたところで、旧広田中学校の



解体、それから下から２番目の広田地区公民館解体撤去事業でございますが、これ一体のもの

でございますけれども、入札の結果、低入札になり、不調となったものでございまして、再度

入札を行うというような手続きの関係で、遅れたものでございます。あと１０款４項に宮内・

砥部幼稚園耐震診断事業がございますが、これも国の支援があるということで各自治体が一気

に診断に入りまして、評定の依頼をいたしましたがそれが全体的に遅れておるというようなこ

とで、遅れたものでございます。その他１２月以降の補正については期間的なものは見込めま

せんので、繰り越しに入ったということでご理解いただいたらと思います。以上報告とさせて

いただきます。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。以上で報告第６号を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第４３号 伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理する事務の変更及び

規約の変更について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（土居英昭） 日程第８議案第４３号伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理す

る事務の変更及び規約の変更についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めま

す。辻介護福祉課長。 

○介護福祉課長（辻充則） それでは議案第４３号伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同

処理する事務の変更及び規約の変更についてご説明させていただきます。伊予市・伊予郡養護

老人ホーム組合の共同処理する事務を変更し、伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の規約の一

部を変更する必要が生じたため、次のように変更するものでございます。平成２２年６月１１

日提出、砥部町長中村剛志。まず提案理由でございますが、介護保険法の一部改正により、養

護老人ホームの入居者が介護保険の居宅サービスを利用できることとなったことを受けて、入

所者の利便性向上を図るため、同法に基づく指定特定施設入所者生活介護事業等の運営に関す

る事務を伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理する事務に追加し、組合規約について

所要の変更を行うため、提案するものでございます。改正の内容でございますが、次のページ

の新旧対照表でご説明申し上げたらと思います。第３条でございますが、組合の共同処理する

事務のうち、第１号老人福祉法に基づく養護老人ホームの設置、管理及び運営に関する事務に

つきましては、語句の整理を行ったものでございます。第２号介護保険法に基づく指定特定施

設入居者生活介護、指定介護予防特定施設入居者生活介護、指定訪問介護、指定介護予防訪問

介護の事業に関する事務につきましては、今回追加させていただくものでございます。なお、



この規約は、平成２２年７月１日から施行するものでございます。以上で議案第４３号の説明

を終わります。ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４３号は、厚生常任委員会に付託したいと思います。ご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって議案第４３号は、厚生常任委員会に付託す

ることに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第４４号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に 

関する条例の制定について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第９議案第４４号外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員

の処遇等に関する条例の制定についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めま

す。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第４４号外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇

等に関する条例の制定について。外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関

する条例を次のように定める。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。最後の３ペー

ジへ行きますが、提案理由でございますが、今後の自治体運営を考える上で、職員が国際感覚

を身につけることは非常に重要とされる。そこで本町においても、外国の地方公共団体の機関

等に派遣される一般職の地方公務員の処遇等に関する法律に基づく条例を制定し、職員が積極

的に参加できる環境を整備するため提案するものである。この点につきましては３月定例会に

おきまして中村議員さんより質問がございました。それを受けまして、今回条例を提案してお

るものでございます。まず第１条でございます。これは派遣される職員の処遇に関し必要なこ

とを定めるという趣旨が明記されております。第２条では、職員を派遣させる機関と派遣させ

ることのできる職員の条件を書いております。まず砥部町と外国の地方公共団体との間の合意、

もしくはこれに準ずるものに基づき、次に掲げる機関の要請に応じ、これらの機関の業務に従

事させるため、職員を派遣することができると、その派遣することができる機関につきまして

は、外国の地方公共団体の機関、外国政府の機関、我が国が加盟している国際機関、外国の学

校、研究所又は病院であって、前３号に該当しないもの、前各号に掲げるもののほか、これら



に準ずる機関で町長が認めるもの。２項につきましては、この内容としましては、法第２条第

１項というのが派遣できない職員を指定しております。できない職員というのは、臨時的に任

用されておる職員。あと、公務員法第２８条の４、これは定年退職者の再任用の内容でござい

ます。あと非常勤職員。３号が２２条で条件付き採用になっておる職員、こういった方が行け

ないと。あと４号では定年に関する条例ということで、引き続いて勤務させておる職員でござ

いますが、高度な技術や知識、技能を持ち、公務の運営に支障をきたす、そういった職員は派

遣できませんと。次のページいきまして、５号ではまず地方公務員法２８条の２といいますの

は、心身故障による長期の休養者、刑事事件に関し起訴された場合とか、その下にあります２

９条というのは懲戒、町の規定違反とか職務怠慢とか非行とか、そういったものがある職員は

だめですよと、あと職務に専念する義務を免除されている職員、こう言った方は派遣対象にな

りませんということでございます。続きまして第３条派遣期間の更新等でございますが、派遣

期間は本人の同意を得て更新することができると。５年を超える場合につきましては、町長に

協議が必要と、それ以後につきましても今の２項と同じように協議が必要ということでござい

ます。続きまして、第４条でございますが、一般の派遣職員の給与を明記しております。これ

につきましては、派遣職員につきましてはその期間中給料、扶養手当、住居手当及び期末手当

のそれぞれ１００分の７０を支給する。ただし、その報酬の額が低いと認められるときは、条

例ではございません、規則で定めるところによって、１００分の１００以内で支給することが

できるという規定でございます。２項につきましては、特殊な事情がある場合は給与を支給し

ないと。３項につきましては指定する者に対してその給与は支払うとすることができるという

内容でございます。第５条につきましては、公務上の負傷や傷病、通勤途中の負傷によって休

職した場合でも、給与の全額を負担するということと、派遣先での勤務について公務とみなす

と。第６条につきましては、赴任地までの旅費は国家公務員等の旅費に関する法律に準じて支

給をしますという内容でございます。第７条につきましては、企業職員や単純労務職員につき

ましても、給料、扶養手当、住居手当、期末手当を支給すると。これにつきましても、ただし

書きで特殊な事情の場合には支給しないことがあると。第８条では派遣職員は派遣先における

勤務条件とか、派遣の状況等を町長に報告をしなければならないという内容でございます。９

条は委任事項でございまして、この条例に定めるもののほか、必要な事項は、規則で定めると

いうふうになっております。附則としまして、この条例は、平成２２年７月１日から施行する。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４４号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。



ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４４号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１０ 議案第４５号 砥部町公共下水道条例の制定について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（土居英昭） 日程第１０議案第４５号砥部町公共下水道条例の制定についてを議題と

します。本案について提案理由の説明を求めます。東岡生活環境課長。 

○生活環境課長（東岡秀樹） 議案第４５号砥部町公共下水道条例の制定についてご説明申し

上げます。砥部町公共下水道条例を次のように定めるものでございます。平成２２年６月１１

日提出、砥部町長中村剛志。砥部町公共下水道の一部供用開始を平成２３年の３月末に予定を

いたしております。これに合わせまして、下水道法の規定によりまして、公共下水道の設置及

び管理並びに下水道使用料の徴収に関し必要な事項を定める必要がございますので、条例制定

を行うものでございます。それでは下水道条例についてご説明申し上げます。本条例につきま

しては国より公共下水道の管理及び使用に関する標準条例が示されておりまして、これに基づ

いて作成をいたしておるものでございます。本町に関係する主要な条項分についてご説明させ

ていただきます。まず第１条でございますが、下水道法等に基づき、公共下水道の管理及び使

用等について規定をいたしております。第２条は公共下水道の設置の規定でございまして、設

置の名称を砥部町公共下水道、処理区域を砥部処理区、浄化センターの位置及び名称を砥部町

八倉９９番地１、砥部浄化センターといたしております。次のページ第４条をお願いいたしま

す。第４条では排水設備の設置の規定でございまして、公共下水道の供用開始の日において、

排水設備を設置すべきものは、当該日から１年以内に排水設備を設置しなければならないこと

といたしております。次のページの第６条から３枚めくりました第２０条までが排水設備等の

計画の確認、排水設備指定工事店の指定、責任技術者の登録、排水設備等の工事の検査につい

てそれぞれ規定しているものでございまして、排水設備の設計及び工事の実施は、本町又は県

内の他市町に登録した責任技術者が専属する指定工事店でなければならないとし、指定工事店

の有効期間は５年、責任技術者の登録有効期間は４年といたしております。町は責任技術者や

指定工事店が法令等に違反したときは、または業務に関し不正な行為をしたときにつきまして

は、責任技術者の登録や指定工事店の指定を取り消し、又は６カ月以内の期間を区切って、指

定や登録を停止することができるとしております。また排水設備の新設等の工事を行ったもの

は、工事を完了した日から速やかに町に届け出て、検査を受けなければならないこととし、町



は検査を受けた者に対しまして、排水設備工事検査済証を交付することとするものでございま

す。４枚めくっていただきまして、第２７条をお願いをいたします。第２７条は使用開始等の

届出の規定でございまして、使用者が公共下水道を開始、休止、廃止、または現在休止してい

るその使用を再開しようとするときは、規則に定める届出書を町長へ届けなければならないと

いたしております。第２８条でございますが、使用料の徴収についての規定でございまして、

下水道法第２０条に戻りまして、公共下水道を使用するものからその使用料に対し、下水道使

用料を徴収するものでございます。使用料の徴収方法、使用料の納付期限、公共下水道一時使

用の場合の使用料納付方法について定めておりまして、使用料は２カ月ごとに納入通知書又は

口座振替の方法により徴収することといたしております。第２９条は使用料の算定と汚水量の

認定についての規定でございまして、使用料の額は毎月毎使用月において使用者が排除した汚

水の量に応じ、下の表のとおりで１カ月につき基本水量が５ｔまで、基本料金が１千円とし、

超過料金が６ｔ以上１ｔにつき２００円とするものでございます。次のページをお願いします。

第２項でございますが、これは汚水量の算定につきましては水道水の使用水量といたしまして、

水道水以外の水を排除した場合につきましては、認定水量とするものでございます。第３項で、

認定水量による使用水量の算定が適切でないと町長が認めた場合は、町が水量計を設置して使

用水量を測量するものとするものでございます。第４項は月の途中におきまして公共下水道の

使用を開始、休止、もしくは廃止等した場合の使用料は１カ月分として算定することといたし

ておるものでございます。次に５枚めくっていただきまして、第４３条をお願いいたします。

第４３条は排水設備の工事の設計施工を行う責任技術者の登録と指定工事店の指定の手数料を

定めております。責任技術者の登録は１件につき３，５００円。指定工事店の指定は、１件に

つき５千円といたすものでございます。なお既に収めた手数料は登録指定の有無にかかわらず

返還しなこととしておるものでございます。第４５条でございますが、公益上その他特別の事

情があると認めた場合は使用料等を減免することができる旨の規定でございます。第４６条は

本条例の施行の際に必要となる規定は、規則で定めることとしておるものでございます。第４

７条の第１号から次のページの第１０号に該当する場合につきましては、５万円以下の過料を

徴収することといたしております。第４８条は、偽りその他不正な手段により使用料等の徴収

を免れた者は、その徴収を免れた金額の５倍に相当する金額以下の過料を徴収することといた

しておるものでございます。附則でございますが、この条例は、平成２２年７月１日から施行

するものでございます。提案理由でございますが、砥部町公共下水道の設置及び管理並びに下

水道使用料の徴収に関し、必要な事項を定めるため提案するものでございます。以上で説明を

終わらせていただきます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 



○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４５号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４５号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１１ 議案第４６号 砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の制定に 

ついて 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１１議案第４６号砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条

例の制定についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。東岡生活環境課

長。 

○生活環境課長（東岡秀樹） 議案第４６号砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の

制定についてご説明申し上げます。砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例を次のよう

に定めるものでございます。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。砥部町公共下水

道の一部供用開始に合わせまして、都市計画法及び地方自治法の規定によりまして、公共下水

道受益者負担金の賦課徴収について必要な事項を定める必要がございますので、条例制定を行

うものでございます。それでは受益者負担金に関する条例についてご説明申し上げます。本条

例につきましても、国が示しております標準条例を基に作成いたしております。第１条でござ

いますが、都市計画法及び地方自治法に基づく受益者負担金の徴収方法等について規定をする

ことを明らかにしたものでございます。第２条は受益者の規定でございまして、受益者は公共

下水道の排水区域内の建築物又は土地の所有者とするものでございます。第３条は受益者負担

金の額の規定でございまして、公共ます１個当たりといたしまして、額につきましては２枚め

くっていただきまして、最後のページの中段にございます別表をご覧いただいたらと思います。

受益者負担金は建物の浄化槽の人槽で算定をいたします。１０人槽までは公共ます１個につき

１８万円。１１人槽以上の場合は１８万円に１０人槽を超える１人槽毎に３，５００円を加算

した額といたします。なお人槽の算定は備考１のとおり日本工業規格の建築物の用途別による

屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準に基づきます。ただし、既設浄化槽がある場合は、当該設

置人槽とします。また同一敷地内で公共ますを共有する場合は、共有する建物毎に算定した人

槽を合算するものでございます。条例の１ページの第４条にお戻りください。賦課対象区域の

決定等についての規定でございまして、毎年度当初に当該年度内に受益者負担金を賦課しよう



とする区域を定めまして、これを公告しなければならないとするものでございます。第５条は、

負担金の賦課及び徴収の規定でございまして、第１項は建物若しくは土地の所有者に建物の浄

化槽の人槽により算出した負担金を賦課するものでございます。次のページの第２項は、受益

者に負担金の額及びその納付時期を通知することとしておるものでございます。第３項は、負

担金を５年に分割して徴収することとしておりますが、一括納付することもできることとして

おるものでございます。第６条は、負担金の徴収猶予の規定でございまして、第１号から第４

号に規定してありますとおり、災害や盗難等特別な事情により納付困難な方には徴収猶予をす

ることができるものとしております。第７条は負担金の減免規定でございまして、第１号は公

共ます設置を町が定める期間内に申請された場合、第２号は供用開始後６カ月以内に排水設備

の接続工事が完了した場合、第３号は受益者負担金の一括納付を選択された場合、それぞれ減

額することとし、金額は規則で定めております。第１号及び第２号はそれぞれ２万円を減額、

第３号は算定された受益者負担金額の１割を減額する旨の規定といたしております。第４号は

その状況により特に負担金を減免する必要があると認められた場合は、減免することができる

旨の規定をいたしております。なお、第２項で一括納付の申し出をされた方が負担金を納期ま

でに納入しない場合は、減免を取り消すことといたしておるものでございます。次のページ、

第１０条をお願いいたします。排水区域が拡張された場合の取り扱いの規定でございまして、

賦課対象区域外の者が公共下水道への接続を希望する場合は、町長が認めた場合に限り接続を

認めるものでございます。第１２条は区域外接続負担金の規定でございまして、第１０条での

接続が認められた場合、区域外接続負担金として受益者負担金の取り扱いに準じて徴収するこ

ととするものでございます。第１３条は本条例の施行に関し必要な事項は規則で定めることと

しております。附則、この条例は、平成２３年４月１日から施行するものでございます。提案

理由でございますが、砥部町公共下水道受益者負担の賦課徴収に関し、必要な事項を定めるた

めに提案するものでございます。以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４６号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４６号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第４７号 砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に 

ついて 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１２議案第４７号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第４７号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改

正について。砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次のように

定める。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、育児休業、

介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部を改正す

る法律が施行されたことに伴い、育児を行う職員から請求があった場合の正規の勤務時間外の

勤務を制限する等の必要があるため提案するものである。内容でございますが、新旧対照表を

見ていただいたらと思います。この内容としましては、８条の２が新設されたことに伴いまし

て、前段ではそれらの引用規定等の整理が３項から５項までは行われております。新設された

８条の２の２項でございますが、ここに書かれておる内容は、３歳に満たない子のある職員が

当該子を養育するために請求した場合には、当該職員の業務を処理するための措置を講ずるこ

とが著しく困難である場合を除いて、時間外勤務をさせてはならないという規定でございます。

それに伴いまして、先程３項から２ページの５項までの引用規定等の分の整理を行っておるも

のでございます。議案に戻りまして、附則としまして、平成２２年６月３０日から施行する。

ただし、次項の規定は、公布の日から施行するという内容でございます。２項の経過措置でご

ざいますが、改正条例の施行日後において、改正条例の規定による早出遅出の勤務とか時間外

勤務の制限の請求を行うとする職員は、施行日前に請求することができるという規定でござい

ます。以上で議案第４７号の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜りますようお

願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。［質

疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４７号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４７号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１３ 議案第４８号 砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１３議案第４８号砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部

改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第４８号砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ

いて。砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成

２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、国家公務員の育児休業

等に関する法律の一部を改正する法律により地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改

正されることに伴い、配偶者が育児休業をしている場合においても、職員が育児休業をするこ

とができるようにする等の必要があるため提案するものである。内容については新旧対照表を

ご覧いただいたらと思います。まず第２条でございますが、これにつきましては、育児休業す

ることができない職員についての定めでございますが、職員の配偶者の就業の有無や育児休業

の取得の有無等の状況にかかわりなく職員は育児休業をすることができることとする改正並び

に非常勤職員及び臨時的に任用される職員に関する規定を整理しておるものでございます。そ

の下、第２条の２としまして、ただし書きの人事院規則で定める期間を基準として条例で定め

る期間ということでございますが、これにつきましての内容は、再度の育児休業をすることが

できる期間の定めでございまして、具体的に言いますと、産後休暇ございますが、それが８週

ございます。それが８週ということで５６日でございますが、それの間で育児休業を取ってお

る場合は、再度育児休業を取ることができると、そのことの規定でございます。続きまして、

第３条でございますが、ただし書きの特別な事情の例でございますが、第５条の改正に伴う規

定によりまして、それの整理を第１号の部分で行っております。第４号、２ページになります

が、第４号の内容につきましては、夫婦が交互に育児休業等をしたかどうかにかかわりなく職

員が育児休業等計画書を提出して、最初の育児休業をした後、３月以上経過した場合に、再度

の育児休業をすることができるという改正でございます。続きまして、第５号の部分でござい

ますが、この部分につきましては、子の出生の日から一定期間内に、５７日でございますが、

最初の育児休業をした職員は、特別の事情がない場合であっても再度に育児休業をすることが

できるよう育児休業法が改正されたことに伴います字句の整理でございます。続きまして第５

条でございますが、これにつきましては、職員以外の子の親が常態としてその子を養育するこ

とができることとなった場合でも、育児休業の取消事由にはあたらないというふうな改正でご

ざいます。続きまして３ページになります第９条でございますが、２条と同じような内容とな

りますが、育児短時間勤務をすることができない職員についての規定でございます。これにつ

きましても、先程ありましたように、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無にか



かわりなく職員は育児短時間勤務をすることができるという改正と非常勤職員、臨時的に任用

される職員に関する規定の整理をしたものでございます。続きまして１０条でございますが、

これにつきましては、４ページになりますけれども、後に１３条の改正がございます字句の、

１号と４号につきましては、字句の改正をしたものでございます。５号につきましては、夫婦

が交互に育児休業等をしたかどうかにかかわりなく職員が育児休業等の計画書を提出して、最

初に育児短時間勤務をした後、３月以上経過した場合に、前回の育児短時間勤務の終了から１

年以内であっても、育児短時間勤務をすることができるという改正でございます。本町におき

ましては、育児短時間勤務をしておる職員は現在ございません。続きまして１３条につきまし

ては、その育児短時間勤務の取消事由でございますが、先程の内容と同じように、職員以外の

子の親が、その子を養育することができることになった場合でも、取消事由にならないという

改正でございます。続きまして１７条でございますが、部分休業でございますが、これにつき

ましても先程説明した内容と同じで、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無にか

かわりなく部分休業ができるという内容でございます。１８条につきましては、根拠規定を明

記しておるものでございます。議案の方へ戻りまして、附則でございますが、この条例は、平

成２２年６月３０日から施行すると、その２項としまして経過措置でございますが、改正条例

の施行日前に育児休業等計画書により申し出た再度の育児休業又は育児短時間勤務の請求の計

画は、施行日以後は、改正後のそれぞれの規定により申し出た計画とみなすという規定でござ

います。以上で議案第４８号の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。［質

疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４８号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４８号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１４ 議案第４９号 砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する 

条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１４議案第４９号砥部町職員団体のための職員の行為の制限の



特例に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めま

す。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第４９号砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関

する条例の一部改正について。砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例

の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。

提案理由でございますが、給与を受けながら、職員団体のためその業務を行い、又は活動する

ことができる期間に時間外勤務代休時間を追加する必要があるため提案するものである。新旧

対照表を見ていただいたらと思います。提案理由にありましたように、職員団体が活動する時

間に、時間外勤務代休時間を追加したものでございます。２号にありました内容を２号と３号

に分けたという内容でございます。以上で議案第４９号の説明を終わらせていただきます。よ

ろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。［質

疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第４９号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４９号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

休憩 午前１１時４５分 

再開 午後 １時１０分 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１５ 議案第５０号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

  に関する条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  再開します。日程第１５議案第５０号砥部町の特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について提

案理由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第５０号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正条例を次のように定める。平成２２年６月１１日提出、砥部

町長中村剛志。提案理由でございますが、消費生活相談員１名を東温市及び松前町と共同設置



することといたしました。非常勤特別職で雇用いたします。これに伴い、当該条例の別表に消

費生活相談員の報酬額を加えるための提案でございます。別表と書いているところを見ていた

だきたいのですが、開票立会人の下に消費生活相談員、これ日額でございますが、８，４００

円を加えるものでございます。附則として、この条例は、公布の日から施行いたします。以上、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。１１

番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） この提案理由のところに東温市及び松前町と共同設置するということ

は、この相談員さんは１市２町を回られるということですか。 

○議長（土居英昭） 松下課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 宮内議員のご質問にお答えいたします。おっしゃるとおり３つ

の自治体を回ることになります。週１回位の勤務を予定しております。以上でございます。 

○議長（土居英昭） １１番、宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） 先程一緒に質問しておけばよかったのですが、この１市２町、費用弁

償は、この８，４００円は統一しておるのですか。 

○議長（土居英昭） 松下課長。 

○企画財政課長（松下行吉） この８，４００円は統一した報酬でございます。各自治体に週

１日ずつ位の勤務というふうにご理解いただいたらと思います。 

○議長（土居英昭） １番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 今、週１日と言われたのですが、例えば月曜日にこの方が来ていると、

じゃあ火曜日から金曜日に相談事があった場合には、町民はどうすればよいのか。緊急の時に

は、例えば東温市に行ってても、つないでくれるのかとかですね、場合によっては自宅の方に

つながるのかだとか、その辺はどうなっているのでしょうか。 

○議長（土居英昭） 松下課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 佐々木議員のご質問ですが、現在、松山には消費生活センター

というもの、県の設置したものもございます。職員も今研修をしております。そういうことで、

ある程度の相談には適応できるのではないかと、で、専門的なものとか、特に悪質なものとか、

それらのものについては出張ってもらいますし、また、おいでになった時にそういう質問をさ

せてもらって、現地で答えていただくとか、また、困っておられる方には、その時に来ていた

だくというようなことを考えておりますので、緊急の場合でありましたら、現状の体制でもで

きると考えております。 

○議長（土居英昭） 他にありませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第５０号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。



ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５０号は、総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１６ 議案第５１号 砥部町陶芸作業場条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１６議案第５１号砥部町陶芸作業場条例の一部改正についてを

議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 議案第５１号砥部町陶芸作業場条例の一部改正についてご説明

をいたします。砥部町陶芸作業場条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年

６月１１日提出、砥部町長中村剛志。砥部町陶芸作業場条例の一部を改正する条例。提案理由

でございますが、第４陶芸作業場の老朽化に伴い、施設を廃止するため提案するものでござい

ます。改正の内容につきましては、次のページをお願いいたします。左の表、現行でございま

すが、別表第１、第２条関係でございますが、第４砥部町陶芸作業場、名称でございます。位

置、砥部町仙波４６５番地を削除します。その下側、別表第２でございますが、「施設の名称、

第４砥部町陶芸作業場、利用単位、１月、賃借料１万円、備考、２階部分を除く。」を削除し、

施設を廃止するものでございます。なお、施設の概要を次のページに表示しておりますので、

見ていただけたらと思います。建築年月日は、昭和３４年１１月３０日。建物は、木造２階建

て、延べ面積２６８㎡。土地の面積、４２５㎡でございます。位置は、国道３７９の仙波渓谷

から仙波集落の方へ、東でございますが、直線距離で１．５㎞入った所にこの施設がございま

す。以上よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第５１号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５１号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



日程第１７ 議案第５２号 砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（土居英昭）  日程第１７議案第５２号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正につ

いてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。東岡生活環境課長。 

○生活環境課長（東岡秀樹） 議案第５２号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について

ご説明申し上げます。砥部町農業集落排水施設条例の一部を改正する条例を次のように定める

ものでございます。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。提案理由でございますが、

砥部町公共下水道条例制定に伴い、排水設備の新設等の手続の統一を図るため提案するもので

ございます。それでは新旧対照表で説明をさせていただきます。現行では、第４条で排水設備

の新設等の手続き、第５条で工事の施行、第６条で工事の検査を規定しておるわけでございま

すが、改正案では、公共下水道条例の制定に伴いまして、これらの手続等を統一するために、

見出しを新設等の手続及び工事とし、第４条、排水設備の新設、移転、改造及び撤去等の手続

並びに工事については、砥部町公共下水道条例第６条から第２０条までの規定を準用するに改

め、第５条及び第６条を削り、第７条を第５条とし、第８条から１６条までを２条ずつ繰り上

げるものでございます。２ページの別表第２中、現行の８条関係を６条関係に改めるものでご

ざいます。附則でございますが、施行期日、この条例は、平成２２年７月１日から施行するも

のでございます。経過措置といたしまして、この条例の施行の日の前日までに、改正前の砥部

町農業集落排水施設条例第４条から第６条までの規定によりなされた手続及び工事は、改正後

の砥部町農業集落排水設備条例の規定によりなされたものとみなすものでございます。説明を

終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。［質

疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第５２号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５２号は、産業建設常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１８ 議案第５３号 平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

日程第１９ 議案第５４号 平成２２年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号) 



日程第２０ 議案第５５号 平成２２年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算(第1号) 

日程第２１ 議案第５６号 平成２２年度砥部町公共下水道特別会計補正予算(第1号) 

（説明、質疑、所管常任委員会付託） 

○議長（土居英昭） 日程第１８議案第５３号から日程第２１議案第５６号までの平成２２年

度補正予算４件を一括議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。松下企画財

政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第５３号から議案第５６号の４件の補正予算について、私

の方からご説明・ご提案申し上げます。なお、各会計の補正内容については、来週からの常任

委員会で詳細をご審議いただくことと思います。また、予算の内容については、お手元の資料

議案概要の８ページ以降にまとめております。ご覧になっていただいていると思いますので、

ここでは詳細は控えさせていただきます。 

 では、一般会計補正予算１ページをお開きください。一般会計補正予算の１ページでござい

ます。議案第５３号平成２２年度砥部町の一般会計補正予算第１号は、次に定めるところによ

る。第１条としまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，４８１万８千円を

追加し、歳入歳出それぞれ６２億６，０９０万４千円とするものでございます。平成２２年６

月１１日提出、砥部町長中村剛志。３ページをお開きください。歳出でございますが、ここに

ございますように、１款議会費から１０款教育費まで増額補正をしております。議会費で８０

万円、総務費１，２６８万円、民生費１６万５千円、農林水産業費で８６６万５千円、商工費

が２３８万１千円、土木費１，４８２万８千円、この主なものは、下水道特別会計への繰り出

し１，２６０万円がございます。消防費で２６６万９千円、教育費２６２万６千円、計４，４

８１万８千円でございます。この財源につきましては、右の２ページをご覧になっていただき

たいのですが、県支出金として３１４万８千円、これは果樹産地体質強化や鳥獣害防止関係の

県補助金と消費者行政活性化の県補助金でございます。１５款財産収入として８４万円、分集

林の立木売却による収入でございます。一つ飛ばしまして諸収入として２２万５千円組んでお

りますが、あと１８款繰越金を一般財源として見ておりますが４，０６０万５千円を入れてお

ります。一般会計につきましては、以上でございます。 

 続きまして、国民健康保険事業特別会計補正予算をご覧ください。１ページをお願いいたし

ます。議案第５４号、平成２２年度砥部町の国民健康保険事業特別会計補正予算第１号は、次

に定めるところによる。第１条、事業勘定は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１４２万８千円を増額し、歳入歳出それぞれ２３億３，７６２万３千円とするものでございま

す。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。３ページをご覧ください。１款１項総務

管理費に１４２万８千円を追加いたします。これは、システム改修費用でございまして、平成

２２年度よりやむを得ない理由で失業した方で、国保に加入した方に対して、前年の給与所得



を３割とみなす法改正が行われましたが、これのための国保税システムと国保資格システムを

改修するものでございます。財源につきましては、全額国庫支出金である特別徴収交付金を予

定しております。国民健康保険特別会計については以上でございます。 

 続きまして、介護保険事業特別会計へ移らせていただきます。介護保険事業特別会計補正予

算の１ページをお開きください。議案第５５号、平成２２年度砥部町の介護保険事業特別会計

第１号は、次に定めるところによる。第１条としまして、介護サービス事業勘定は、歳入歳出

それぞれ１６万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，８５４万６千円

とするものでございます。平成２２年６月１１日提出、砥部町長中村剛志。３ページをお願い

いたします。２款１項居宅サービス事業費に１６万５千円を追加いたします。通所介護事業運

営業務で使用する福祉車両のリース費用１６万５千円を追加するものでございます。この財源

は、２ページ歳入にありますように、全額一般会計からの繰入でございます。介護保険事業特

別会計は、以上でございます。 

 最後に、公共下水道特別会計補正予算をお願いいたします。１ページをお開きください。議

案第５６号、平成２２年度砥部町の公共下水道特別会計補正予算第１号は、次に定めるところ

による。第１条、既定の歳入歳出予算それぞれ４４０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１０億１，７３４万１千円とするものでございます。平成２２年６月１１日提

出、砥部町長中村剛志。３ページをお願いいたします。１款１項公共下水道事業費を４４０万

円減額いたしますが、２ページの方をご覧になっていただきたいのですけれども、歳入の方を

見ますと一般会計繰入金２款１項他会計繰入金でございますが、これが１，２６０万円増額と

なっております。このあたりのことにつきまして、議案概要の方でご説明させていただいたら

と思います。お手元の議案概要１３ページをお開きください。議案概要の１３ページでござい

ます。今回の公共下水道の特別会計の補正の内容を一覧表にしております。そして、その財源

についてまとめてございます。ここにございますように、補助事業事務費、当初予算で１，３

９０万円、その財源内訳については、右のとおりでございますが、４０万円減額して、１，３

５０万円といたします。ただ、国の補助金、地方債が全額ゼロになる、その分を一般会計から

の繰入金で賄う形になってございます。あと、浄化センター建設工事と面整備について、それ

ぞれ６，３００万円を減額する、面整備について５，９００万円を増額いたしております。財

源については、右のとおり変わってございます。それをトータルいたしますと、計のところに

ございますように６月補正と書かれておりますように４４０万円の減額と国補助金が１，７０

０万円減りまして、一般会計繰入金が１，２６０万円増額という形になっております。このこ

とにつきましては、今回国の２２年度予算編成の中で直轄事業の負担金が、地方負担金が廃止

になったということでございますが、負担金の全廃に合わせて、公共事業の方の事務費分の補

助金も全廃になったというようなところが原因になっております。ご理解いただいたらと思い



ます。あと、資料の訂正をお願いしたらと思います。この議案概要でございますが、１０ペー

ジ、３款民生費のところに、右側のところですが、内容は４ページをご覧くださいと書かれて

ございますが、この４ページを１２ページに替えていただいたらと思います。続いて、一つめ

くっていただきまして、１１ページのところの８款土木費の一番下の丸のところ、ここにも内

容は４ページをご覧くださいと書かれておると思いますが、この４ページを１２ページに訂正

していただいたらと思います。申し訳ございません。以上でございます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。１６番、

三谷喜好君 

○１６番（三谷喜好） 関連質問でございますが、お許しを頂きましょうか。一般会計の中学

校費のところでお尋ねをちょっとしてみたいとろこがあるのですが。 

○議長（土居英昭） どうぞ。 

○１６番（三谷喜好） 実は教育長、来年から必修科目として中学校の２年、３年生、ダンス

が必修になりますね。なるでしょ。それを教える教師、指導の先生の講習はもうお済みになっ

ておるのでしょうか。 

○議長（土居英昭） 佐野教育長。 

○教育長（佐野弘明） 三谷議員さんのご質問にお答えします。中学校の学習指導要領の改訂

に伴いまして実施されるというふうなことでございますけれども、ダンス教師というのは現在

未定でございます。ここらについてはまた、教育事務所、県教委の指導を頂きながら、適正な

教員配置に努めていただく努力もさせていただきたいと思います。 

○議長（土居英昭） １６番、三谷喜好君 

○１６番（三谷喜好） 教育長、お願いするのですが、これは本当に、例えば私のように気の

小さい者もおりますし、汗をかく子供もおりますし、汗をかくと臭い・きたないと、一歩間違

えるといじめの原因になるんですね。そこらのところ含めて、いいあれをしたけれども、その

反面こういうものが起きたよということのないようにね、お願いするためにあえてお伺いした

わけでございますので、そこらを十分配慮していただくように、今度指導する先生にもお願い

をしてですね、砥部は日本のモデルになるような良い先生を作り上げてください。お願いしま

す。以上。答弁いりません。 

○議長（土居英昭） 質疑を終わります。 
おはかりします。議案第５３号から議案第５６号までの平成２２年度補正予算４件について

は、所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

［「異議なし」の声あり］ 



○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５３号から議案第５６号までの平

成２２年度補正予算４件については、所管の常任委員会に付託することに決定しました。委員

会の審査報告は、６月１８日の本会議でお願いします。 

 以上で本日の議事日程は、すべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 

午後 １時３６分 散会 
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平成２２年第２回砥部町議会定例会 

平成２２年６月１８日（金） 

午前９時３０分開会 

 

○議長（土居英昭） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、本日の会議

を開きます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 議案第４３号 伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理する事務の変更及び

規約の変更について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第１議案第４３号伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理す

る事務の変更及び規約の変更についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。

栗林厚生常任委員長。 

○厚生常任委員長（栗林政伸） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきまして

厚生常任委員会に付託されました議案第４３号について、審査の結果をご報告申し上げます。

議案第４３号伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更に

ついては、介護保険法の一部改正により、養護老人ホームの入所者が介護保険の居宅サービス

を利用できることになったことを受け、同法に基づく指定特定施設入居者生活介護事業等の運

営に関する事務を伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合の共同処理する事務に追加し、組合規約

について所要の変更を行なうもので、伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合規約第３条において

適正な改正がなされています。よって、議案第４３号は、原案のとおり可決すべきものと決定

しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４３号伊予市・伊予郡養護老人ホ



ーム組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更については、委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 議案第４４号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に 

関する条例の制定について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第２議案第４４号外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の

処遇等に関する条例の制定についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。

中島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました議案第４４号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４４号外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の

制定については、外国の地方公共団体の機関等に派遣される一般職の地方公務員の処遇等に関

する法律に基づく条例を制定し、本町職員が積極的に参加できる環境を整備するため制定する

ものであります。派遣することができる外国の機関及び派遣職員、派遣期間、派遣職員の給与、

その他必要な事項が適正に定められ、本年７月１日から施行することとしています。よって、

議案第４４号は、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委

員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４４号外国の地方公共団体の機関

等に派遣される職員の処遇等に関する条例の制定については、委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第４５号 砥部町公共下水道条例の制定について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第３議案第４５号砥部町公共下水道条例の制定についてを議題とし

ます。本案について委員長の報告を求めます。三谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して産業建設常任委員会に付託されました議案第４５号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４５号砥部町公共下水道条例の制定については、砥部町公共下水道の設置及び

管理並びに下水道使用料の徴収に関し必要な事項を定めるもので、公共下水道施設の名称、処

理区域、浄化センターの位置及び名称、排水設備の設置に関する事項、排水設備等の工事の事

業に係る指定に関する事項、公共下水道の使用に関する事項、その他必要事項が適正に定めら

れ、本年７月１日から施行することとしています。よって、議案第４５号は、原案のとおり可

決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。以上。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４５号砥部町公共下水道条例の制

定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第４６号 砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の制定に 

ついて 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第４議案第４６号砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の

制定についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。三谷産業建設常任委員

長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま



して産業建設常任委員会に付託されました議案第４６号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４６号砥部町公共下水道事業受益者負担に関する条例の制定については、砥部

町公共下水道受益者負担金の賦課徴収に関する必要な事項を定めるもので、各受益者の負担金

の額、負担金の賦課及び徴収に関する事項、負担金の徴収猶予、減免、督促に関する事項、そ

の他必要な事項が適正に定められ、平成２３年４月１日から施行することとしています。よっ

て、議案第４６号は、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上

げ委員長報告を終わります。以上。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４６号砥部町公共下水道事業受益

者負担に関する条例の制定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第４７号 砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に 

ついて 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第５議案第４７号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島総務文教常任委

員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました議案第４７号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４７号砥部町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正については、育

児休業、介護休業等育児又は家族介護を行なう労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一

部改正に伴い育児を行なう職員から請求があった場合の正規の勤務時間外の勤務を制限する等

の必要があるため改正するもので、条例第８条の２第２項において、３歳に満たない子がある

職員から請求があった場合には、原則として正規の勤務時間外の勤務をさせてはならない旨を



規定し、その他関連する箇所の条文が整備されています。よって、議案第４７号は、適正な改

正がなされていると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報

告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４７号砥部町職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第４８号 砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第６議案第４８号砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました議案第４８号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４８号砥部町職員の育児休業等に関する条例の一部改正については、地方公務

員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い配偶者が育児休業をしている場合においても、

職員が育児休業をすることができるようにすること等のため改正するもので、条例第２条、第

９条、第１７条において育児休業をすることができる職員の改正がなされ、第２条の２の１条

を加え、特別の事情がなくても、再び育児休業をすることができる旨の規定が設けられ、その

他関連する箇所の条文が整備されています。よって、議案第４８号は、適正な改正がなされて

いると認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委

員長報告を終わります。 



○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４８号砥部町職員の育児休業等に

関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第４９号 砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する 

条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第７議案第４９号砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例

に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。中

島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました議案第４９号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第４９号砥部町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改

正については、職員が職員団体のためその業務を行ない、又は活動できる期間に時間外勤務代

休時間を追加するもので、条例第２条において適正な改正がなされています。よって、議案第

４９号は、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報

告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第４９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定



することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第４９号砥部町職員団体のための職

員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されま

した。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第５０号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に 

関する条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第８議案第５０号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求め

ます。中島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました議案第５０号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第５０号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正については、消費生活相談員１名を東温市、松前町と共同で設置し、非常勤特別職

で雇用することに伴い改正するもので、別表中に消費生活相談員の欄を追加し、日額８，４０

０円が定められています。よって、議案第５０号は、適正な改正がなされていると認められ、

原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わり

ます。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５０号砥部町の特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可

決されました。 



 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第５１号 砥部町陶芸作業場条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第９議案第５１号砥部町陶芸作業場条例の一部改正についてを議題

とします。本案について委員長の報告を求めます。三谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して産業建設常任委員会に付託されました議案第５１号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第５１号砥部町陶芸作業場条例の一部改正については、砥部町仙波に設置されて

いる第４砥部町陶芸作業場を老朽化に伴い廃止するため改正するものであり、別表第１及び別

表第２から第４砥部町陶芸作業場の項を削る改正がなされています。よって、議案第５１号は、

適切な措置がなされており、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告

申し上げ委員長報告を終わります。以上。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５１号砥部町陶芸作業場条例の一

部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１０ 議案第５２号 砥部町農業集落排水施設条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第１０議案第５２号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。三谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して産業建設常任委員会に付託されました議案第５２号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第５２号砥部町農業集落排水施設条例の一部改正については、砥部町公共下水道



条例制定に伴い排水設備の新設等の手続の統一を図るため改正するもので、第４条の規定を、

排水設備の新設等の手続き及び工事については砥部町公共下水道条例の規定を準用する旨に改

め、第５条及び第６条の２条を削り、以下の条を繰り上げる改正がなされています。よって、

議案第５２号は、適切な措置がなされており、原案のとおり可決すべきものと決定しましたの

で、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５２号砥部町農業集落排水施設条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１１ 議案第５３号 平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第５４号 平成２２年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号) 

日程第１３ 議案第５５号 平成２２年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算(第 1 号) 

日程第１４ 議案第５６号 平成２２年度砥部町公共下水道特別会計補正予算(第 1 号) 

（所管常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第１１議案第５３号から日程第１４議案第５６号までの平成２２年

度補正予算に関する４件を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。栗林厚

生常任委員長。 

○厚生常任委員長（栗林政伸） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきまして

厚生常任委員会に付託されました補正予算３件について、審査の結果をご報告申し上げます。 

 議案第５３号平成２２年度砥部町一般会計補正予算のうち当委員会に所管する項目について

は、社会福祉費で、介護保険事業特別会計サービス事業勘定への繰出金１６万５千円の増額を

行なっています。 

次に議案第５４号平成２２年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算については、事業



勘定で、非自発的失業者の国民健康保険税の軽減措置のための地方税法の改正に伴う国民健康

保険税システム改修費１０５万円、国民健康保険資格システム改修費３７万８千円を増額し、

その財源は特別調整交付金で賄っています。 

次に議案第５５号平成２２年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算については、介護サー

ビス事業勘定で、通所介護事業で使用する軽四の福祉車両のリース費用として１６万５千円を

増額し、その財源は、一般会計からの繰入金で賄っています。 

以上、議案第５３号・５４号・５５号の３議案については、いずれも適切な補正がなされて

おり、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を

終わります。 

○議長（土居英昭） 三谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して産業建設常任委員会に付託されました補正予算２件について、審査の結果をご報告申し上

げます。 

始めに、議案第５３号平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号）のうち、当委員会に

所管する項目については、農業費で主なものは、鳥獣被害防止のための電気柵設置に対する補

助金７９万９千円、果樹産地体質強化を促進するためのみかんの雨よけハウスの設置、灌水施

設の整備に対する補助金３４８万円、松山南部２期地区農免農道整備事業県負担金２５１万６

千円、総津地区の水路改修、千足地区のため池修繕に対する町単独土地改良事業補助金１４５

万６千円増額、商工費で主なものは、観光ＰＲ支援のための町観光協会への補助金７９万５千

円、交流ふるさと研修の宿の積雪被害による玄関庇修繕料及び老朽化に伴うエアコンの更新費

計８４万５千円増額、土木費では、玉谷８７２番地先のがけ崩れ防災工事のための測量調査設

計委託料１２０万円、公共下水道特別会計への繰出金１，２６０万円、公園管理に使用する公

用車の更新費１０２万８千円の増額補正を行なっているものであります。 

 次に、議案第５６号平成２２年度砥部町公共下水道特別会計補正予算（第１号）については、

事務費４０万円、浄化センター建設に係る委託料６，４８０万円を減額し、管渠工事費５，９

００万円、浄化センターのパソコン及びサーバ購入費１８０万円を増額しています。その財源

は、国庫補助金、一般会計繰入金で調整しています。 

いずれも適切な補正がなされており、議案第５３号・５６号については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。以上で委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 中島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１１日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました補正予算について、審査の結果をご報告申し上げま

す。 



 議案第５３号平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号）のうち、当委員会に所管する

項目の主なものは、議会費で、砥部中学校改築検討特別委員会研修のための旅費８０万円を増

額、総務管理費で、庁舎２階天窓改修費４０９万円、各区にある危険遊具の撤去費８０万円、

各区が行なう広場や小公園の整備に対する補助金５１２万５千円を増額、徴税費で、国税と地

方税の連携のためのシステム改修費２０９万８千円を増額、消防費で、砥部消防署の建替えの

ための用地取得に係る不動産鑑定評価、調査測量設計委託費用を伊予消防等事務組合負担金と

して２６６万９千円を増額、教育費で、校務・教育用パソコン整備費１３４万４千円、千里地

区公民館の外トイレの洋式化改修費５５万３千円、陶街道ゆとり公園の時計修理、事務室エア

コン更新費７２万９千円を増額しております。いずれも必要経費の補正をするものです。歳入

については、歳出補正総額４，４８１万８千円に、県支出金３１４万８千円、財産収入８４万

円、繰越金４，０６０万５千円、諸収入２２万５千円を充当しています。以上、議案第５３号

については、適切な予算補正と認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論、採決については１件ずつ行います。 

議案第５３号平成２２年度砥部町一般会計補正予算（第１号）について討論を行います。討

論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５３号平成２２年度砥部町一般会

計補正予算（第１号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 

議案第５４号平成２２年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号)について、討

論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  



○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５４号平成２２年度砥部町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号)は、委員長の報告のとおり可決されました。 

議案第５５号平成２２年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算(第１号)について、討論を

行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５５号平成２２年度砥部町介護保

険事業特別会計補正予算(第 1 号)は、委員長の報告のとおり可決されました。 

議案第５６号平成２２年度砥部町公共下水道特別会計補正予算(第１号)について、討論を行

います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

議案第５６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議案第５６号平成２２年度砥部町公共下

水道特別会計補正予算(第１号)は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 ここでしばらく休憩します。休憩時間を利用して議会運営委員会及び全員協議会を開催した

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１０時０７分 

再開 午前１１時１５分 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１５ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（説明、採決） 
○議長（土居英昭） 再開します。日程第１５諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについてを議題とします。提出者の説明を求めます。中村町長。 

○町長（中村剛志） 諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。次

の者を人権擁護委員として推薦したいので、議会の意見を求める。提案理由、新名静夫委員は



平成２２年９月３０日をもって任期が満了するので、その後任の委員を推薦するため提案する

ものである。平成２２年６月１８日提出、砥部町長中村剛志。住所、愛媛県伊予郡砥部町宮内

１８８５番地６５。氏名、新名静夫。生年月日、昭和１６年１１月２０日。以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） おはかりします。本件は、お手元に配りました意見のとおり答申したい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意

見を求めることについては、お手元に配りました意見のとおり答申することに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１６ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（説明、採決） 
○議長（土居英昭） 日程第１６諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いてを議題とします。提出者の説明を求めます。中村町長。 

○町長（中村剛志） 諮問第２号、次の者を人権擁護委員として推薦したいので、議会の意見

を求める。平成２２年６月１８日提出、砥部町長中村剛志。提案理由、佐野洋子委員は平成２

２年９月３０日をもって任期が満了するので、その後任の委員を推薦するため提案するもので

ある。住所、愛媛県伊予郡砥部町麻生３９３番地。氏名、佐野洋子。生年月日、昭和２６年５

月２７日。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） おはかりします。本件は、お手元に配りました意見のとおり答申したい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意

見を求めることについては、お手元に配りました意見のとおり答申することに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１７ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（説明、採決） 
○議長（土居英昭） 日程第１７諮問第３号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いてを議題とします。提出者の説明を求めます。中村町長。 

○町長（中村剛志） 諮問第３号、次の者を人権擁護委員として推薦したいので、議会の意見

を求める。平成２２年６月１８日提出、砥部町長中村剛志。提案理由、前田公子委員は平成２



２年９月３０日をもって任期が満了するので、その後任の委員を推薦するため提案するもので

ある。住所、愛媛県伊予郡砥部町五本松３０６番地。氏名、古田泰仁。生年月日、昭和２１年

５月１１日。以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） おはかりします。本件は、お手元に配りました意見のとおり答申したい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］  

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、諮問第３号人権擁護委員の推薦につき意

見を求めることについては、お手元に配りました意見のとおり答申することに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１８ 平成２１年請願第２号 食の安全・安心と食料自給率向上、農業の再生を 

求める請願について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第１８平成２１年請願第２号食の安全・安心と食料自給率向上、農

業の再生を求める請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。三谷産

業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。産業建設常任委員会に付託され継

続審査となっていました平成２１年請願第２号食の安全・安心と食料自給率向上、農業の再生

を求める請願について、審査の結果をご報告申し上げます。請願事項は、国内農林漁業生産の

拡大や食の安全体制の強化、ミニマムアクセス米の輸入中止、これ以上の外国との自由化交渉

の中止など、４項目を政府に働きかけること、及び、地産地消の町宣言を行ない、地場産業を

振興することですが、国においてすでに取り組んでいる政策もあり、また、現在の果樹生産を

中心とした本町の農業形態では、地産地消の町宣言に至るのは困難であると思われます。よっ

て、平成２１年請願第２号は不採択とすることに決定しましたので、ここにご報告申し上げ委

員長報告を終わります。以上。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

平成２１年請願第２号の採決を行います。平成２１年請願第２号に対する委員長の報告は、

不採択です。報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 



［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、平成２１年請願第２号食の安全・安心と

食料自給率向上、農業の再生を求める請願については、不採択とすることに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１９ 平成２１年請願第４号 労働者派遣法の早期抜本改正のため、意見書の提出 

を求める請願について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第１９平成２１年請願第４号労働者派遣法の早期抜本改正のため、

意見書の提出を求める請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。三

谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。産業建設常任委員会に付託され継

続審査となっていました平成２１年請願第４号労働者派遣法の早期抜本改正のため、意見書の

提出を求める請願について、審査の結果をご報告申し上げます。請願の内容は、製造業派遣へ

の労働者派遣の禁止など５つの内容を盛り込んで、労働者派遣法を早期に抜本改正するよう国

への意見書の提出を求めることですが、法改正に関する国会審議の情報が不足しているため、

更に調査・研究を行なう必要があると思われます。よって、平成２１年請願第４号は継続審査

とすることに決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。以上。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

平成２１年請願第４号の採決を行います。平成２１年請願第４号に対する委員長の報告は、

継続審査です。報告のとおり、決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、平成２１年請願第４号労働者派遣法の早

期抜本改正のため、意見書の提出を求める請願については、継続審査とすることに決定しまし

た。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２０ 平成２１年請願第６号 最低保障年金制度の創設について意見書の提出を 



求める請願について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第２０平成２１年請願第６号最低保障年金制度の創設について意見

書の提出を求める請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。栗林厚

生常任委員長。 

○厚生常任委員長（栗林政伸） ご報告申し上げます。厚生常任委員会に付託され継続審査と

なっていました平成２１年請願第６号最低保障年金制度の創設について意見書の提出を求める

請願について、審査の結果をご報告申し上げます。請願事項は、消費税増税ではない全額国庫

負担による最低保障年金制度の創設を求めることでありますが、まだ国において踏み込んだ議

論がなされていないため、更に調査検討する必要があります。よって、平成２１年請願第６号

は継続審査とすることに決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

平成２１年請願第６号の採決を行います。平成２１年請願第６号に対する委員長の報告は、

継続審査です。報告のとおり、決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、平成２１年請願第６号最低保障年金制度

の創設について意見書の提出を求める請願については、継続審査とすることに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２１ 請願第１号 「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」採択につい

ての請願について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 日程第２１請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意

見書」採択についての請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。中

島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（中島博志） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議におきま

して総務文教常任委員会に付託されました請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を

求める意見書」採択についての請願について、審査の結果をご報告申し上げます。請願事項は、

「核兵器全面禁止・廃絶国際条約が締結されるように努める」ことを求める意見書を、政府、



関係機関に提出することですが、この内容は、昨年１２月の定例会で不採択とした請願内容と

同じであります。よって、請願第１号は不採択とすることに決定しましたので、ここにご報告

申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（土居英昭） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論はありませんか。まず、委員長の報告に反対する発言を許します。１

番、佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」採

択についての請願不採択に反対の討論をさせていただきたいと思います。先程、委員長報告に

もありましたように、確かに昨年の１２月にも同じような内容で、私がやはり請願議員となっ

て提案をさせていただきましたが、採択されませんでした。しかし、今回はこの後のいろんな

情勢の変化があったということで改めて提出をした次第でございます。今回提案した中身は、

特に今年の５月に、５年ぶりにＮＰＴ核不拡散条約再検討会議が国連本部で開かれました。そ

して、そこで合意された内容に基づいて、やはり世界で唯一の被爆国である日本が、世界に向

けて核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める取り組みを強めないといけないというふうな

ことで、この議会でも私のそのような思いも込めて、強く呼び掛けたいというふうなことで提

出をいたした次第でございます。今回の会議の最終文書では、２０００年の合意で、自国核兵

器の完全廃絶を達成するという全核保有国の明確な約束、そういうふうなものを再確認いたし

ました。５年後の２００５年の会議の時には、当時のブッシュ政権の抵抗で、実質的な成果が

得られませんでした。そういうことからしましたら今回は合意内容が大きな前進になったとい

うふうなこと、それから請願の趣旨の中にもありますが、オバマ大統領のプラハ演説以降、７

月の先進国首脳会議で核兵器のない世界の条件を追及する、そういうふうなことが宣言された

り、９月の国連安保理事会のところで核兵器のない世界の状況を作ること、そういうことが決

議されたことなども、前進をした要因ではないかというふうに思われます。しかし、この会議

では、そういった核兵器をなくそうというふうな理念はどこの国も積極的に支持をしておりま

したが、具体的に廃絶に向けた行動計画等についての議論は、されていたのですけれどもなか

なか全体の合意が得られなかったというふうに、報道もされております。例えば、報告書の草

案の中では、行動の６、それから行動の７のところには、具体的にこのようなことが書かれて

おります。核保有国は、核軍備削減、廃絶に向ける具体的な進展を促進するために２０１１年

までに協議を開始する。行動７では具体的な時間の枠内で核兵器の完全廃絶の行程表について

合意する方法と手段を検討するため２０１４年に国際会議を招集するというような具体的な提

案がされたんですが、先程言いましたように、いくつかの国、アメリカ、イギリス、フランス



等の反対によって、このＮＰＴ再検討会議というのは、コンセンサス方式、いわゆる全会一致

なものですから、合意に至らなかったというふうなことで、そのような文章が、最終文書から

はなくなってしまいました。昨年のこの討論でも、私言いましたけれども、日本も毎年国連総

会で、もうすでに１６年連続して核兵器の全面廃絶に向けた新たな決意というふうな決議案を

提案して、多くの国の賛同も得られておりますが、実際には核を保有している国に対して透明

性のある削減の実行という言葉で、具体的に正面から核を廃絶させようというふうなことが言

いきれていない、そういうふうなものになっていない、そういうふうなことで日本の政府が最

初の方に言いましたように、世界で唯一の被爆国であるわけですから、もっと強く打ち出す必

要があるのではないかというふうなことを、やはり声を大にして言いたいというふうなことで、

私はこの不採択に反対を表明するものであります。 

○議長（土居英昭） 次に委員長の報告に賛成者の発言を許します。６番、山口元之君。 

○６番（山口元之） ６番山口元之でございます。委員長報告に賛成の立場で討論を行います。

「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」の請願について、核兵器廃絶に向けた

世界の流れは理解できますが、国際条約の締結は、外交問題でありますので、本請願は、町議

会の権限外の事項であると思います。よって、委員長報告に賛成しますので、議員各位におか

れましてもご賛同賜りますようお願い申しあげまして賛成討論といたします。 

○議長（土居英昭） 他に討論はありませんか。これで討論を終わります。 

請願第１号の採決を行います。請願第１号に対する委員長の報告は、不採択です。報告のと

おり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

［起立１４人］ 

○議長（土居英昭） 起立多数と認めます。ご着席ください。よって、請願第１号「核兵器全

面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」採択についての請願については、不採択とするこ

とに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２２ 議員派遣について 

○議長（土居英昭） 日程第２２議員派遣の件についてを議題とします。まず、議会改革につ

いての研修のため、７月２８日に松前町文化センターで開催される平成２２年度第１回議員研

修会に全議員を派遣したいと思います。続きまして、委員会研修について、委員長の説明を求

めます。平岡砥部中学校改築検討特別委員長。 

○砥部中学校改築検討特別委員長（平岡文男） 砥部中学校改築検討特別委員会の研修日程が

決まりましたので、ご報告申し上げます。砥部中学校の改築に向けての調査・研究のため７月

の２６日、２７日の２日間、下関市立川中中学校及び広島市立大塚中学校で委員会研修を実施



する予定であります。これのご承認をよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（土居英昭） 三谷産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三谷喜好） 産業建設常任委員会の研修日程が決まりましたので、ご

報告申し上げます。７月中旬に行政調査・研究のため岩手県西和賀町他委員会の研修を実施す

る予定でありますので、これをご承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 井上議会広報調査特別委員長。 

○議会広報調査特別委員長（井上洋一） １２番、井上であります。議会広報調査特別委員会

の研修日程が決まりましたのでご報告申し上げます。議会広報の編集技術の向上のため、８月

２５日から２７日までの間、東京で開催される第７２回町村議会広報研修会に参加し、合わせ

て関東方面で委員会研修を実施する予定です。これのご承認をよろしくお願いいたします。 

○議長（土居英昭） 議員派遣の件については砥部町議会会議規則第１２０条の規定により派

遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、議員派遣の件については、派遣すること

に決定しました。 

 おはかりします。ただ今、条例及び規程の制定について議会議員倫理条例検討特別委員会か

ら発議第２号及び第３号が、意見書提出について平岡議員から発議第４号が提出されました。

これを日程に追加し、追加日程第１から追加日程第３として議題にしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、発議第２号から発議第４号を日程に追加

し、追加日程第１から追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第１ 発議第２号 砥部町議会議員政治倫理条例の制定について 

追加日程第２ 発議第３号 砥部町議会議員政治倫理条例施行規程の制定について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 追加日程第１発議第２号砥部町議会議員政治倫理条例の制定について及

び追加日程第２発議第３号砥部町議会議員政治倫理条例施行規程の制定についての２件を一括

議題とします。本案について趣旨説明を求めます。三谷議会議員倫理条例特別委員長。 

○議会議員倫理条例特別委員長（三谷喜好） 発議第２号砥部町議会議員政治倫理条例の制定

について。上記の議案を別紙のとおり砥部町議会会議規則第１４条第３項の規定により提出し

ます。平成２２年６月１８日提出、砥部町議会議長土居英昭様。提出者議会議員倫理条例検討



特別委員会委員長三谷喜好。提案理由、砥部町議会議員の政治倫理の基本となる事項を定める

ことにより、議員の政治倫理の確立を図り、もって町民に信頼される民主的な町政の発展に寄

与するため提案するものである。 

発議第３号砥部町議会議員政治倫理条例施行規程の制定について。上記の議案を、別紙のと

おり砥部町議会会議規則第１４条第３項の規定により提出します。平成２２年６月１８日提出、

砥部町議会議長土居英昭様。提出者議会議員倫理条例検討特別委員会委員長三谷喜好。提案理

由、砥部町議会議員政治倫理条例の施行に関し必要な事項を定めるため提案するものでありま

す。以上、ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

２件を一括議題として討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

これから発議第２号及び発議第３号の２件を一括採決します。本案はいずれも原案のとおり

決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、発議第２号砥部町議会議員政治倫理条例

の制定について及び発議第３号砥部町議会議員政治倫理条例施行規程の制定については可決さ

れました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第３ 発議第４号 口蹄疫の防疫対策強化を求める意見書提出について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（土居英昭） 追加日程第３発議第４号口蹄疫の防疫対策強化を求める意見書提出につ

いてを議題とします。本案について趣旨説明を求めます。平岡議員。 

○１５番（平岡文男） 発議第４号口蹄疫の防疫対策強化を求める意見書提出について。上記

の議案を、別紙のとおり砥部町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出します。 

平成２２年６月１８日提出、砥部町議会議長土居英昭様。提出者平岡文男。賛成者栗林政伸、

井上洋一。提案理由でございますが、口蹄疫問題は、依然として沈静化の目処は立っておらず、

畜産農家の不安の高まりとともに、事態の長期化が懸念されている。本町への侵入の危険性も

日増しに高まっていることから、国に対して早急な防疫対策強化を求める意見書を提出するも

のである。 



意見書でございます。去る４月２０日に宮崎県で発生した口蹄疫については、地元畜産農家

をはじめ国及び宮崎県並びに関係市町村や農業団体等が一体となって懸命の防疫対策に努めて

いるが、依然として沈静化の目処は立っておらず、畜産農家の不安の高まりとともに、事態の

長期化が懸念されている。本町も、牛約５０頭・豚約１２，０００頭を飼育している農家を抱

えており、感染防止に向けた水際対策を強化し、発生した場合に備えた初動防疫体制を整備し

ているところである。このような中、国においては、口蹄疫対策特別措置法を全会一致で成立

させ、各種の対策に取り組まれているところであるが、事態の長期化に伴って周辺県をはじめ

全国各地で実施されている防疫対策等にかかる経費の増大や家畜市場のせり市の延期等、その

影響は広がりを見せており、早期終息に向けた取り組みが喫緊の課題となっている。よって、

国におかれては、口蹄疫の一日も早い終息と我が国の畜産業を守るため、早急に以下の措置を

講じられるよう強く要望する。１ 新たに制定された口蹄疫対策特別措置法も含め、一日も早

く宮崎県の事態が終息するようあらゆる対策を強力に推し進めること。２ 発生以降、全国各

地の自治体や農業団体等が実施している防疫対策に対して十分な財政支援措置を行うこと。３ 

防疫活動に必要な家畜防疫員を確保するための獣医師養成及び万一の発生に備えた消毒薬等必

要資材の備蓄について、国として責任を持った措置を講じること。４ 口蹄疫の感染源と侵入

経路の解明を早急に行い、口蹄疫も含めた海外悪性伝染病の侵入防止及びまん延防止対策につ

いて、法的措置も含めた積極的な対応に努めること。５ 消費者が国産の牛肉や豚肉等の購入

を控えることがないよう風評被害の防止に向けた対策を強化すること。以上、地方自治法第９

９条の規定により意見書を提出する。平成２２年６月１８日、愛媛県砥部町議会。提出先でご

ざいますが、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣。以上でござ

います。 

○議長（土居英昭） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし] 

○議長（土居英昭） 質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（土居英昭） 討論なしと認めます。 

発議第４号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、発議第４号口蹄疫の防疫対策強化を求め

る意見書提出については可決されました。 

おはかりします。各委員長より閉会中の継続調査の申し出がありましたので、次期定例会の

会期日程等議会の運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項については、議会運営委員会



に、継続審査となっております請願等常任委員会の所管事務等の調査事項については所管の常

任委員会に、特別委員会の調査事項については特別委員会にそれぞれ付託し、閉会中の継続調

査とすることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（土居英昭） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり閉会中の継

続調査とすることに決定いたしました。これで本日の議事日程は、すべて終了しました。会議

を閉じます。町長あいさつをお願いします。中村町長。 

○町長（中村剛志） 閉会にあたり一言お礼を申し上げます。議員の皆様には１０日から今日

までの９日間に渡り、終始熱心にご審議いただき、全議案をご議決くださいましたことに対し

まして、心からお礼を申し上げます。会期中に頂きましたご意見、ご提案につきましては、十

分に検討させて頂き、これからの町政運営に反映できるよう職員と共に努力してまいりたいと

思います。これから本格的な梅雨の季節を迎え、暑さも厳しさを増してまいります。また、参

議院議員選挙も近づき、それぞれのお立場でお忙しくなるものと思われます。議員の皆様には、

くれぐれもお体にご自愛いただき、町政進展・地域発展にご活躍されますよう、お願い申し上

げまして、閉会のあいさつとさせて頂きます。ありがとうございました。 

○議長（土居英昭） 以上をもって、平成２２年第２回砥部町議会定例会を閉会します。 

 

 

閉会 午前１１時５０分 

 

 

  



地方自治法第１２３条の規定により、会議の経過を記載し、その相違ないことを証明するため

にここに署名する。 

 

 

砥部町議会議長  土居 英昭 

 

議員  佐々木隆雄 

 

議員  森永 茂男 
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２２砥議第３４号 

平成２２年６月１８日 

 

砥部町長 中村 剛志 様 

 

砥部町議会議長 土居 英昭 

 

 

人権擁護委員の推薦に関する答申 

 

 

 本議会は、平成２２年６月１８日諮問第１号人権擁護委員の推薦について、次のとおり答申

する。 

 

 

記 

 

意見 

推薦のあった者は適任であると認める。 



２２砥議第３５号 

平成２２年６月１８日 

 

砥部町長 中村 剛志 様 

 

砥部町議会議長 土居 英昭 

 

 

人権擁護委員の推薦に関する答申 

 

 

 本議会は、平成２２年６月１８日諮問第２号人権擁護委員の推薦について、次のとおり答申

する。 

 

 

記 

 

意見 

推薦のあった者は適任であると認める。 



２２砥議第３６号 

平成２２年６月１８日 

 

砥部町長 中村 剛志 様 

 

砥部町議会議長 土居 英昭 

 

 

人権擁護委員の推薦に関する答申 

 

 

 本議会は、平成２２年６月１８日諮問第３号人権擁護委員の推薦について、次のとおり答申

する。 

 

 

記 

 

意見 

推薦のあった者は適任であると認める。 

 



 発議第２号  

 

 

砥部町議会議員政治倫理条例の制定について  

 

 

上記の議案を、別紙のとおり砥部町議会会議規則第１４条第３項の規定に

より提出します。  

 

 

平成２２年６月１８日 提出  

 

 

砥部町議会議長 土居 英昭 様  

 

 
提出者 議会議員倫理条例検討特別委員会  

委員長 三谷 喜好  

 

 

 

 

提案理由  

砥部町議会議員の政治倫理の基本となる事項を定めることにより、議員の政治倫理の確立を

図り、もって町民に信頼される民主的な町政の発展に寄与するため提案するものである。 

 

 



砥部町議会議員政治倫理条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、砥部町議会議員（以下「議員」という。）の政治倫理の基本となる事項を

定めることにより、議員の政治倫理の確立を図り、もって町民に信頼される民主的な町政の

発展に寄与することを目的とする。 

（議員の責務） 

第２条 議員は、町民の代表者としての責務を深く自覚し、地方自治の本旨に従ってその使命

の達成に努めなければならない。 

２ 議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら潔い態度をもって

疑惑の解明に当たるとともに、その責任を明らかにしなければならない。 

（政治倫理基準） 

第３条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を守らなければならない。 

（１） 町民の代表者として、その品位と名誉を損なうおそれのある行為を慎み、その職務

に関して、不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。 

（２） 政治活動に関して、法人その他の団体から政治的又は道義的批判を受けるおそれの

ある寄附を受けないものとし、後援団体についても同様に取り扱わせるよう措置する

こと。 

（３） 町及び町が関係する団体等が発注する公共工事（下請工事を含む。）の請負契約、

業務の委託契約又は物品の購入契約に関して特定業者に推薦、紹介その他有利な取り

計らい等社会通念上疑惑を持たれるような行為をしないこと。 

（４） 町の職員(嘱託職員及び臨時職員を含む。次号において同じ。)の公正な職務の執行

を妨げ、その権限及び地位による影響力を不正に行使するよう働きかけないこと。 

（５） 町の職員の採用、昇任又は人事異動に関与しないこと。 

（６） いかなるときも反社会的団体等に関与しないこと。 

（７） 町から活動及び運営に対する補助金又は助成金を受けている団体の長に就任しない

こと。 

（町工事等に関する遵守事項） 

第４条 議員は、自らが役員をしている企業又は実質的に経営に携わっている企業に対して公

共工事等（下請工事を含む。）について、町及び元請業者との契約を辞退させなければならな

い。ただし、その契約金額が当該企業の年間の全体業務金額に対して規程に定める割合を超

えないときは、この限りでない。 

２ 議員は、議員の配偶者若しくは 2 親等以内の血族若しくは同一家族が役員をしている企業



又はこれらの者が実質的に経営に携わっている企業に対して公共工事等（下請工事を含む。）

について、町及び元請企業との契約を自粛するよう努めなければならない。ただし、その契

約金額が当該企業の年間の全体業務金額に対して規程に定める割合を超えないときは、この

限りでない。 

（審査の請求） 

第５条 町民又は議員は、議員が政治倫理基準に違反する行為をした疑いがあるときは、これ

を証する資料を添えて、町民にあっては地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第７４条第

５項に規定する選挙権を有する者の総数の５０分の１以上の者の連署、議員にあっては４人

以上の者の連署をもって、議長に対して政治倫理基準に違反する行為の存否の審査（以下「審

査」という。)を請求することができる。 

（政治倫理審査会の設置等） 

第６条 議長は、前条の規定による審査の請求（以下「審査請求」という。）があったときは、

速やかに砥部町議会議員政治倫理審査会（以下「審査会」という。)を設置し、当該審査を付

託しなければならない。 

２ 審査会の委員（以下「委員」という。)は、７人以内とし、議員の中から議長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、付託された審査の結果を議長に報告した日までとする。 

４ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

５ 委員である議員は、自らが審査の対象となったときは、解嘱されるものとする。 

（審査会の職務及び権限） 

第７条 審査会は、付託された審査を行うため、当該審査の対象となっている議員（以下「対

象議員」という。）及び関係者に対し、資料請求、事情聴取等必要な調査を行うことができる。 

２ 審査会は、対象議員に弁明の機会を与えなければならない。 

３ 審査会は、対象議員又は関係者が第１項の調査に協力せず、又は虚偽の内容を報告したと

きは、その旨を議長に報告しなければならない。この場合において、議長は、その旨を公表

する等必要な措置を講ずるものとする。 

４ 審査会の会議は、公開するものとする。ただし、やむを得ず非公開とするときは、出席委

員の３分の２以上の同意を必要とする。 

（審査会の審査結果） 

第８条 審査会は、議長が審査請求を受けた日から９０日以内に、付託された審査を終え、議

長に対してその審査結果を文書で報告しなければならない。 

２ 議長は、前項の規定による報告を受けた日から７日以内に、当該報告に係る文書の写しを

審査請求した者の代表者及び対象議員に当該審査結果を通知するとともに、当該審査結果の

概要を町民に公表しなければならない。 



（審査結果の尊重） 

第９条 議長は、審査会から報告を受けた事項を尊重し、政治倫理基準に違反したと認められ

る対象議員に対して、議会の名誉と品位を守り、町民の信頼を回復するため、必要な措置を

講ずるものとする。 

（議長職務の代行） 

第１０条 議長が審査の対象になったときは副議長が、議長及び副議長がともに審査の対象と

なったときは年長の議員が、この条例に規定する議長の職務を行う。 

（委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規程で定める。 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



発議第３号  

 

 

砥部町議会議員政治倫理条例施行規程の制定について  

 

 

上記の議案を、別紙のとおり砥部町議会会議規則第１４条第３項の規定に

より提出します。  

 

 

平成２２年６月１８日 提出  

 

 

砥部町議会議長 土居 英昭 様  

 

 
提出者 議会議員倫理条例検討特別委員会  

委員長 三谷 喜好  

 

 

 

 

提案理由  

砥部町議会議員政治倫理条例の施行に関し必要な事項を定めるため提案するものである。 

 



砥部町議会議員政治倫理条例施行規程 

 

（趣旨) 

第１条 この規程は、砥部町議会議員政治倫理条例(平成２２年砥部町条例第○○号。以下「条

例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（政治倫理基準） 

第２条 条例第３条第１号に規定する不正の疑惑を持たれるおそれのある行為とは、特定の事

業所等から誘発的利益の疑念を抱くような社会的通念を逸脱する金品の授受、物品の使用及

び貸借行為をいう。 

２ 条例第３条第７号に規定する団体の長には、理事及び顧問を含む。 

（工事等の契約に関する遵守事項） 

第３条 条例第４条第１項ただし書及び第２項ただし書に規定する規程に定める割合は、４０

パーセントとする。 

（審査請求の手続） 

第４条 条例第５条の規定による審査の請求(以下「審査請求」という。)をしようとする者は、

次に掲げる書類を議長に提出しなければならない。 

（１） 町民 審査請求書（様式第１号）、審査請求署名簿（様式第２号）及び疑義を証す

る資料 

（２） 議員 審査請求書（様式第３号）及び疑義を証する資料 

２ 前項の審査請求書には、審査請求をしようとする町民又は議員が署名及び押印をしなけれ

ばならない。 

（審査請求書の受理後の手続) 

第５条 議長は、条例第５条の規定により町民から審査請求書の提出があったときは、直ちに

選挙管理委員会に対し審査請求をした町民及びその代表者が選挙人名簿に登録された者であ

るかどうかの確認を求めるものとする。 

２ 議長は、審査請求が次の各号のいずれかに該当するときは、当該審査請求を却下するもの

とする。 

（１） 条例第 5 条に規定する条件を満たしていないとき。 

（２） 前条第１項に掲げる書類に不備があるとき。 

３ 議長は、審査請求が前項各号のいずれかに該当する場合において、補正することができる

ものであるときは、同項の規定による却下をする前に、当該審査請求をした者の代表者に対

し、相当の期間を定めて、その補正を求めることができる。 

４ 議長は、第２項の規定による却下をしたときは、その旨を審査請求をした者の代表者に書



面により通知しなければならない。 

（審査会の組織） 

第６条 条例第６条に規定する砥部町議会議員政治倫理審査会(以下「審査会」という。)に会

長及び副会長を置く。 

2 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

3 会長は、審査会を代表し、会務を総理する。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（審査会の会議） 

第７条 審査会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会議の進行をする。 

２ 会議は、委員の３分の２以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の３分の２以上の賛成で決する。 

４ 前項の場合においては、会長は、委員として表決に加わるものとする。 

（審査会の審査報告） 

第８条 条例第８条第 1 項の規定による審査結果の報告は、審査結果報告書（様式第４号）に

より行うものとする。 

２ 条例第８条第２項の規定による審査請求をした者の代表者への審査結果の通知は、審査結

果通知書（様式第５号）により行うものとする。 

（審査結果の遅延） 

第９条 審査会が、条例第８条第１項に規定する期間内に審査会の審査結果報告書を議長に提

出することができない場合は、会長は、その旨を議長に通知しなければならない。 

２ 議長は、前項の規定による通知を受けたときは、審査請求した者の代表者及び当該審査の

対象議員にその旨を通知しなければならない。 

（審査の終了事由) 

第１０条 当該審査の対象議員が死亡し、若しくは議員でなくなり、又は審査請求した者が審

査請求を取り下げた場合は、審査が終了したものとみなす。 

（審査結果の公表） 

第１１条 条例第８条第２項に規定する審査結果の公表は、とべ議会だよりに掲載して行うも

のとする。 

２ 審査結果の公表は、前項の規定によるほか、必要と認められる方法で行うことができる。 

３ 審査結果報告書は、閲覧させることができる。 

（その他） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、議長が定める。 

 



附 則 

この告示は、公表の日から施行する。 



様式第１号（第４条関係） 

  年  月  日 

 

 

審査請求書 

 

 

 砥部町議会議長   様 

 

 

 

請求者                 

住所                 

氏名(代表者)          ㊞  

 

 

 

 砥部町議会議員政治倫理条例第５条の規定により、次のとおり審査を請求します。 

 

 １ 審査を求める議員の氏名 

 

 

 ２ 審査請求の事由 

   砥部町議会議員政治倫理条例第 条第 項違反 

 

  

３ 添付資料   別紙のとおり 



様式第２号(第４条関係) 

審査請求署名簿 

住 所 生年月日 氏 名 印 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 私たち請求者一同は、砥部町議会議長が砥部町議会議員政治倫理条例施行規程第５条の規定

により、砥部町選挙管理委員会に対し、私たち連名者が選挙人名簿に登録されたものであるか

どうかの確認を求めることについて同意します。 



様式第３号（第４条関係） 

  年  月  日 

 

審査請求書 

 

 砥部町議会議長   様 

 

請求者                 

砥部町議会議員            

氏名(代表者)          ㊞  

砥部町議会議員            

氏名              ㊞  

砥部町議会議員            

氏名              ㊞  

砥部町議会議員            

氏名              ㊞  

 

 砥部町議会議員政治倫理条例第５条の規定により、次のとおり審査を請求します。 

 

 １ 審査を求める議員の氏名 

 

 ２ 審査請求の事由 

    砥部町議会議員政治倫理条例第  条第 項違反 

 

 ３ 添付資料   別紙のとおり 



様式第４号（第８条関係） 

 

審査結果報告書 

 

 

年  月  日   

 

 砥部町議会議長          様 

 

 

砥部町議会議員政治倫理審査会    

会長           □印   

 

 

   年  月  日付けで審査の付託があったことについて、次のとおり審査結果を報告し

ます。 

 

１ 審査対象者 

 

 

２ 審査請求内容 

 

 

 

３ 審査結果 



様式第５号(第８条関係) 

 

 

審査結果通知書 

 

 

第     号   

年  月  日   

 

 請求者 

           様 

 

 

砥部町議会議長          □印   

 

 

   年  月  日付けで審査請求があったことについて、砥部町議会議員政治倫理条例第

８条第２項の規定に基づき、次のとおり審査結果を通知します。 

 

1 審査対象者 

 

 

2 審査請求内容 

 

 

 

 

3 審査結果 



発議第４号 

 

口蹄疫の防疫対策強化を求める意見書提出について 

 

上記の議案を、別紙のとおり砥部町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出しま

す。 

 

平成２２年６月１８日 提出 

 

砥部町議会議長  土居 英昭 様 

 

提出者  平岡 文男  

賛成者  栗林 政伸 

     〃   井上 洋一 

 

 

 

提案理由 

口蹄疫問題は、依然として沈静化の目処は立っておらず、畜産農家の不安の高まりとともに、

事態の長期化が懸念されている。本町への侵入の危険性も日増しに高まっていることから、国

に対して早急な防疫対策強化を求める意見書を提出するものである。 

 

 



口蹄疫の防疫対策強化を求める意見書 
 

去る４月２０日に宮崎県で発生した口蹄疫については、地元畜産農家をはじめ国及び宮

崎県並びに関係市町村や農業団体等が一体となって懸命の防疫対策に努めているが、依然

として沈静化の目処は立っておらず、畜産農家の不安の高まりとともに、事態の長期化が

懸念されている。本町も、牛約５０頭・豚約１２，０００頭を飼育している農家を抱えて

おり、感染防止に向けた水際対策を強化し、発生した場合に備えた初動防疫体制を整備し

ているところである。 
 このような中、国においては、口蹄疫対策特別措置法を全会一致で成立させ、各種の対

策に取り組まれているところであるが、事態の長期化に伴って周辺県をはじめ全国各地で

実施されている防疫対策等にかかる経費の増大や家畜市場のせり市の延期等、その影響は

広がりを見せており、早期終息に向けた取り組みが喫緊の課題となっている。 
 よって、国におかれては、口蹄疫の一日も早い終息と我が国の畜産業を守るため、早急

に以下の措置を講じられるよう強く要望する。 
 
記 

 
１ 新たに制定された口蹄疫対策特別措置法も含め、一日も早く宮崎県の事態が終息する

ようあらゆる対策を強力に推し進めること。 
２ 発生以降、全国各地の自治体や農業団体等が実施している防疫対策に対して十分な財

政支援措置を行うこと。 
３ 防疫活動に必要な家畜防疫員を確保するための獣医師養成及び万一の発生に備えた消

毒薬等必要資材の備蓄について、国として責任を持った措置を講じること。 
４ 口蹄疫の感染源と侵入経路の解明を早急に行い、口蹄疫も含めた海外悪性伝染病の侵

入防止及びまん延防止対策について、法的措置も含めた積極的な対応に努めること。 
５ 消費者が国産の牛肉や豚肉等の購入を控えることがないよう風評被害の防止に向けた

対策を強化すること。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
 

平成２２年６月１８日 
                               愛媛県砥部町議会 
 
提出先  衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 財務大臣 農林水産大臣 

 


